
Title 〔最高裁民訴事例研究八五〕会社更生法一三八条一項後段の規定に
よって調査することとなった更生債権または更生担保権と届出期間
の徒過を事由とする異議の許否
債権存在確認請求事件(昭和四四年一二月四日第一小法廷判決)

Sub Title
Author 豊泉, 貫太郎(Toyoizumi, Kantarō)

加藤, 修(Katō, Osamu)
宗田, 親彦(Sōda, Chikahiko)
坂原, 正夫(Sakahara, Masao)
民事訴訟法研究会(Minji soshōhō kenkyūkai)

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication

year
1971

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.44, No.6 (1971. 6) ,p.115- 131 

JaLC DOI
Abstract
Notes 判例研究
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-19710615-0115

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


〔
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
八
五
〕

昭
和
四
四
22
（
嘱
蝶
星
一
薩
二
八
頁
以
下
）

　
会
社
更
生
法
＝
二
八
条
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
つ
て
調
査
す
る
こ
と
と
な
つ

　
た
更
生
債
権
ま
た
は
更
生
担
保
権
と
届
出
期
閲
の
徒
過
を
事
由
と
す
る
異
議

　
の
許
否

　
　
債
権
存
在
確
認
請
求
事
件
（
昭
和
四
四
・
一
二
・
四
・
第
一
小
法
廷
判
決
）

　
　
〔
事
実
〕
　
X
（
原
告
・
控
訴
人
・
被
上
告
人
）
は
磧
（
後
に
更
生
会
社
と
な
る
）
振

　
　
出
の
約
束
手
形
二
通
合
計
金
三
五
〇
万
円
を
裏
書
に
よ
り
譲
受
け
、
そ
の
各
支
払
期

　
　
日
に
呈
示
し
た
が
支
払
を
拒
絶
さ
れ
た
。
そ
の
後
脇
は
昭
和
四
〇
年
六
月
一
七
日
横

　
　
浜
地
裁
で
会
社
更
生
法
に
よ
る
更
生
手
続
開
始
決
定
を
受
け
、
L
（
被
告
、
被
控
訴

　
　
人
、
上
告
人
）
が
管
財
人
に
選
任
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
名
に
対
す
る
更
生
債
権
、
同

　
　
担
保
権
の
届
出
期
間
は
昭
和
四
〇
年
七
月
二
〇
日
ま
で
と
定
め
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が

　
　
X
は
昭
和
四
〇
年
九
月
一
〇
日
に
な
つ
て
そ
の
事
実
を
知
つ
た
と
し
て
、
届
出
期
間

　
　
経
過
後
、
債
権
調
査
の
一
般
期
日
の
前
日
た
る
同
日
手
形
金
三
五
〇
万
円
の
更
生
債

　
　
権
の
届
出
を
な
し
た
．
し
か
る
に
L
は
一
般
調
査
期
日
に
お
い
て
X
の
更
生
債
権
全

　
　
額
に
つ
い
て
異
議
を
述
べ
た
。
そ
の
理
由
は
、
e
右
債
権
届
出
が
届
出
期
間
を
経
過

　
　
し
た
後
で
あ
る
こ
と
、
O
右
手
形
は
融
通
手
形
と
し
て
振
出
さ
れ
、
X
は
そ
れ
を
知

　
　
つ
て
裏
書
譲
受
し
た
も
の
で
あ
る
．
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．

　
　
そ
こ
で
X
よ
り
更
生
債
権
確
定
の
訴
が
提
起
さ
れ
た
の
が
本
件
で
あ
る
。
第
一
審

判
　
例
　
研
　
究

た
る
横
浜
地
裁
は
X
の
請
求
を
棄
却
（
理
由
は
不
明
）
し
た
が
．
控
訴
審
た
る
東
京

高
裁
は
左
の
理
由
に
よ
り
一
審
判
決
を
取
り
消
し
、
全
額
を
確
定
し
た
。

郎
ち
、
本
件
更
生
債
権
が
届
出
期
間
経
過
後
に
届
出
ら
れ
た
こ
と
当
事
間
争
い
が

な
く
又
法
一
二
七
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
追
完
を
認
め
ら
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と

は
推
認
さ
れ
る
と
し
た
上
「
右
の
如
く
法
第
一
二
七
条
に
よ
ら
な
い
で
届
出
期
間
経

過
後
に
届
出
の
あ
つ
た
更
生
債
権
は
更
生
債
権
調
査
の
一
般
期
日
に
お
い
て
管
財
人

等
所
定
の
者
の
異
議
が
な
い
限
り
そ
の
調
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
の

者
か
ら
調
査
す
る
こ
と
に
異
議
を
唱
え
ら
れ
れ
ば
も
は
や
調
査
は
な
し
え
ず
（
中
略
）

結
局
・
失
権
す
る
ほ
か
は
な
い
。
－
し
か
し
い
つ
た
ん
こ
れ
を
調
査
す
る
こ
と
に
異

議
が
な
く
、
一
般
期
日
に
お
い
て
調
査
の
対
象
と
す
る
こ
と
と
し
た
以
上
、
そ
の
調

査
事
項
は
も
つ
ば
ら
更
生
手
続
に
参
与
し
得
る
者
や
、
当
該
更
生
債
権
の
内
容
、
原

因
及
び
優
劣
等
第
＝
『
三
条
所
定
の
事
項
に
限
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
た
．

L
上
告
、
上
告
理
由
は
多
岐
に
亘
る
が
要
約
す
れ
ば
法
一
四
三
条
で
は
決
し
て
調

査
対
象
を
法
＝
一
三
条
に
掲
げ
る
事
項
に
限
定
し
た
も
の
で
な
く
、
法
第
一
二
七
条

の
要
件
も
当
然
調
査
の
対
象
と
さ
れ
、
且
異
議
の
対
象
と
な
る
と
解
釈
す
べ
き
で
あ

る
．
又
実
際
上
も
債
権
調
査
に
つ
い
て
、
手
続
関
係
調
査
と
実
体
関
係
調
査
を
区
分

し
て
は
い
な
い
。
そ
し
て
本
件
に
お
い
て
も
一
般
期
日
の
冒
頭
、
裁
判
官
は
期
間
経

過
後
の
届
出
債
権
を
同
日
調
査
す
る
か
又
は
後
日
に
す
る
か
を
問
う
た
か
ら
、
同
日

の
調
査
に
同
意
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
形
式
的
調
査
に
つ
き
失
権
す
る
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
　
　
（
一
八
二
一
）



判
　
例
　
研
　
究

の
は
不
当
で
あ
り
、
法
一
四
三
条
の
解
釈
を
誤
つ
て
い
る
．

〔
判
旨
〕
　
上
告
棄
却

「
会
社
更
生
手
続
に
お
け
る
一
般
調
査
期
日
に
は
、
裁
判
所
の
定
め
た
届
出
期
間
内

に
届
け
出
ら
れ
た
更
生
債
権
お
よ
び
更
生
担
保
権
に
つ
い
て
調
査
が
行
わ
れ
る
。
し

か
し
、
e
期
間
経
過
後
の
届
出
で
あ
つ
て
も
、
法
一
二
七
条
所
定
の
場
合
、
お
よ
び

O
届
出
期
間
を
徒
過
し
、
し
か
も
．
同
件
所
定
の
要
件
が
認
め
ら
れ
な
い
届
出
で
あ

る
が
、
調
査
す
る
こ
と
に
つ
き
、
管
財
人
、
更
生
債
権
者
、
更
生
担
保
権
者
お
よ
び
株

主
の
何
人
よ
り
も
異
議
の
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
一
般
調
査
期
日
に
こ
れ
を
調
査

す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
た
だ
、
こ
の
口
の
場
合
に
は
、
右
管
財
人
ら
か
ら
調
査
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
調
査
の
た
め
特
別
期
日
を
開
く
こ
と
も
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、

右
更
生
債
権
等
は
失
権
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
一
旦
こ
れ
を
調
査
す
る
こ
と

に
異
議
が
な
く
、
一
般
期
日
に
お
い
て
調
査
す
る
こ
と
と
な
つ
た
以
上
、
右
更
生
債

権
等
に
つ
い
て
は
法
コ
ニ
五
条
に
よ
つ
て
法
＝
日
三
条
に
掲
げ
る
事
項
が
調
査
さ
れ

る
が
．
こ
の
場
合
、
異
議
の
事
由
と
な
り
う
る
も
の
は
、
右
調
査
事
項
に
限
ら
れ
る

の
で
あ
つ
て
、
当
該
届
出
が
、
期
問
を
徒
過
し
、
か
つ
法
一
二
七
条
所
定
の
要
件
を

も
具
え
な
か
つ
た
こ
と
を
事
由
と
す
る
異
議
は
許
さ
れ
な
い
も
の
と
い
う
べ
く
、
法

一
四
七
条
所
定
の
異
議
に
基
づ
く
債
権
確
定
の
裁
判
に
お
い
て
も
、
こ
の
事
由
を
も

つ
て
排
斥
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
こ
れ
を
本
件

に
つ
い
て
み
て
み
る
に
、
（
中
略
）
本
件
更
生
債
権
は
、
期
間
経
過
後
に
届
け
出
ら

れ
た
も
の
で
、
し
か
も
、
法
榊
二
七
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
追
完
を
認
め
ら
れ
た

も
の
で
は
な
い
が
、
更
生
債
権
等
調
査
の
一
般
期
日
が
開
か
れ
た
際
、
こ
れ
を
調
査

す
る
こ
と
に
上
告
人
管
財
人
ら
出
席
者
全
員
に
お
い
て
異
議
が
な
か
つ
た
た
め
、
同

期
日
に
調
査
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
（
中
略
）
以
後
上
告
人
管
財
人
は
、
右
届
出

が
期
間
を
解
怠
し
て
な
さ
れ
た
こ
と
、
右
届
出
に
法
二
一
七
条
所
定
の
要
件
が
具
備

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
事
由
と
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
．
本
訴
更
生
債
権
確
定
の
裁

判
に
お
い
て
も
、

右
の
点
を
も

つ
て

請
求
を
排

斥　一
し　　一

去　六
る
　

と　○
は　　＝

で　　＝
羨　　＝

な　　o
㌧・

」

　
判
旨
は
一
応
正
当
で
あ
る
。

　
一
、
会
社
更
生
法
は
昭
和
二
七
年
八
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
「
窮
境
に
は

あ
る
が
再
建
の
見
込
の
あ
る
株
式
会
社
に
つ
い
て
、
債
権
者
、
株
主
そ
の
他
の

利
害
関
係
人
の
利
害
を
調
整
し
つ
つ
、
そ
の
事
業
の
維
持
、
更
生
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
」
（
法
第
一
条
）
法
律
で
あ
り
、
右
は
ア
メ
リ
カ
の
コ
ー
ポ
レ
イ

ト
・
リ
オ
ガ
ニ
ゼ
イ
シ
ヨ
ン
を
理
念
的
に
継
受
し
、
こ
れ
に
既
に
日
本
に
存
在
し
‘

て
い
た
ド
イ
ッ
法
的
破
産
法
上
の
法
技
術
を
巧
に
用
い
た
法
律
で
あ
り
（
謙
符
肌

瞭
賂
蛤
灘
涙
姓
讐
一
贔
解
穂
田
，
会
）
そ
れ
は
立
法
当
時
、
破
産
法
の
改
正
問
題
と
し

て
、
ア
メ
リ
カ
の
会
社
更
生
を
如
何
に
ド
イ
ッ
的
法
技
術
で
継
受
す
る
か
と
い

う
こ
と
で
あ
つ
た
．
（
融
畿
甥
翻
彩
辮
割
鮪
㌃
驚
励
藍
鶴
雛
騒
博

轟
禁
顛
響
鰍
灘
更
生
法
解
説
、
）

　
そ
れ
故
、
そ
の
規
定
条
項
の
内
に
は
破
産
法
の
文
言
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
も

の
も
少
な
く
な
い
、
と
い
う
よ
り
も
更
生
計
画
に
つ
い
て
の
規
定
を
除
け
ば
、
そ

の
前
提
と
な
る
会
社
に
対
す
る
多
数
権
利
者
の
取
扱
い
、
権
利
内
容
、
及
び
そ
の

確
定
方
法
は
（
そ
の
名
称
の
同
一
性
を
含
め
て
）
破
産
法
と
殆
ん
ど
同
一
と
い
つ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
（
鰍
評
矧
毘
鋤
翻
．
条
）
本
件
も
亦
、
そ
の
一
つ
の
例
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
．
尚
本
条
に
関
し
て
の
判
決
例
は
同
法
施
行
以
来
、
下
級
審
判
決
を

含
め
て
他
に
言
及
す
る
も
の
は
見
当
ら
な
い
。
本
件
が
始
め
て
の
最
高
裁
判
決

で
あ
る
こ
と
は
実
務
の
取
扱
上
、
大
ぎ
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

、
二
、
法
は
更
生
債
権
調
査
期
日
に
つ
い
て
、
次
の
如
く
規
定
し
た
。
即
ち
先

ず
債
権
（
及
び
担
保
権
）
屈
出
期
間
を
定
め
（
法
四
六
条
）
右
届
出
期
間
内
に
債
権
を



届
出
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
法
一
二
五
条
）
、
そ
の
債
権
に
つ
い
て
は
、
一
般
債
権
調

査
期
日
に
調
査
す
る
こ
と
と
し
、
（
法
一
三
五
条
）
例
外
的
に
法
一
二
七
条
に
定

め
た
事
項
に
よ
り
届
出
期
間
後
に
追
完
さ
れ
た
届
出
債
権
に
つ
い
て
は
管
財
人

ら
に
異
議
の
な
い
限
り
一
般
期
日
に
調
査
す
る
こ
と
と
し
（
法
一
三
八
条
一
項
前

段
）
、
異
議
が
あ
れ
ば
特
別
期
日
を
定
め
て
（
同
条
二
項
）
調
査
を
す
る
。
そ
し
て

法
一
二
七
条
に
定
め
る
事
由
に
あ
た
ら
な
く
て
も
、
管
財
人
ら
に
異
議
が
な
け

れ
ば
一
般
期
日
に
調
査
で
き
る
（
同
条
一
項
後
段
）
と
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
右
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
は
失
権
す
る
の
で
あ
る
（
法
二

四
一
条
）
．
（
双
靴
切
臓
賦
礪
號
）
そ
し
て
最
後
の
「
失
権
」
を
別
と
す
れ
ば
（
㍑
齢
鮪
鵬
後
）

以
上
の
手
続
、
条
文
の
規
定
方
法
は
破
産
法
一
四
二
条
（
届
出
期
間
の
決
定
）
、
同

法
二
二
八
条
（
債
権
届
出
方
法
）
、
同
二
三
四
条
一
項
（
管
財
人
ら
の
異
議
が
な
け
れ

ば
一
般
期
日
に
届
出
期
間
後
の
債
権
の
調
査
が
で
き
る
）
、
同
条
二
項
（
異
議
が
あ
る
場

同
に
は
特
別
期
日
を
定
め
る
）
等
殆
ん
ど
条
文
の
規
定
方
法
は
同
一
な
の
で
あ
る

（
畿
齢
難
奪
蟹
鍵
壽
霧
甥
鵬
騒
釜
鶏
哲
纏
艶
誤
誘
馨
）
そ
し

て
失
権
規
定
及
び
不
服
申
立
を
著
し
く
制
限
す
る
の
は
（
運
4
歌
無
拠
験
彫
澱
諺
叢
九

鎌
馳
）
更
生
法
が
窮
状
に
あ
る
会
社
の
更
生
の
た
め
k
、
更
生
計
画
案
に
同
意
を

得
且
つ
裁
判
所
の
認
可
を
出
来
る
だ
け
早
く
え
る
た
め
に
、
短
期
間
内
に
（
迅

速
に
）
権
利
関
係
の
画
↓
的
確
定
を
要
す
る
か
ら
で
あ
る
。
（
誰
蜀
獣
鋪
欄
）
こ
の
様

に
破
産
法
と
、
そ
の
性
質
を
異
に
す
る
範
囲
内
で
の
（
最
少
限
度
の
）
規
定
の
言

い
直
し
で
あ
る
更
生
法
の
条
項
及
ぴ
破
産
法
の
条
項
よ
り
み
れ
ぽ
、
破
産
法
二

三
四
条
の
「
異
議
」
と
更
生
法
一
三
八
条
の
「
異
議
」
と
は
同
じ
も
の
で
あ

り
、
又
破
産
法
二
四
〇
条
の
「
異
議
」
と
更
生
法
一
四
三
条
の
「
異
議
」
は
同

じ
意
味
、
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
前
二
条
の
「
異
議
」
と
後
二
条
の
「
異
議
』

判
　
例
　
研
　
究

は
別
の
も
の
と
理
解
す
る
の
が
素
直
な
条
文
の
読
み
方
で
あ
ろ
う
（
館
欄
騙
狙
灘
謳

禦
意
貯
騒
誘
薙
篠
禁
の
）
．

　
三
、
そ
し
て
法
＝
二
八
条
（
破
産
法
二
一
二
四
条
）
の
異
議
が
「
一
般
調
査
期
日
」

に
そ
の
期
間
経
過
後
に
届
出
ら
れ
た
債
権
を
調
査
す
る
か
否
か
の
形
式
的
な
事

由
に
基
く
「
異
議
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
法
一
四
三
条
（
破
産
法
二
四
〇
条
）
の
異

議
は
（
一
般
か
特
別
か
に
拘
ら
ず
）
調
査
期
日
に
調
査
す
る
こ
と
と
な
つ
た
債
権
に

つ
き
、
そ
の
債
権
の
内
容
、
議
決
権
の
額
、
優
先
、
劣
後
の
有
無
等
実
体
的
な

権
利
内
容
に
関
す
る
「
異
議
」
で
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
故
一
般
調
査
期

日
に
お
い
て
、
調
査
す
る
こ
と
に
「
異
議
」
が
な
か
つ
た
以
上
、
そ
の
調
査
さ

れ
る
債
権
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
異
議
は
内
容
に
関
す
る
も
の
の
み
で
あ
り
、

形
式
的
事
由
は
最
早
主
張
し
え
な
い
と
解
す
る
の
が
会
社
更
生
法
、
破
産
法
の

条
文
を
解
釈
し
た
当
然
の
結
論
で
あ
ろ
う
（
㌶
イ
↓
だ
鍬
凋
恥
謙
選
胆
鵬
一
一
頴
一
一
醜
㎝

欝
難
羅
斎
諮
囎
騒
噸
秋
灘
硬
雛
塾
誰
民
）
そ
の
意
睾
本
件

判
旨
養
成
墓
る
（
鰹
毯
契
駒
縢
硬
蕪
際
慕
肘
・
結
果
》

　
そ
し
て
同
様
の
理
よ
り
す
れ
ば
「
裁
判
所
が
一
旦
特
別
調
査
期
日
を
指
定
し

た
以
上
、
右
調
査
期
日
に
お
い
て
は
管
財
人
ら
は
最
早
そ
の
債
権
が
法
一
二
七

条
一
項
の
要
件
を
具
備
し
な
い
と
の
主
張
は
な
し
得
な
い
」
と
し
た
判
決
例

（
棟
賄
期
昭
畑
匡
炉
化
ル
ト
野
○
）
も
極
め
て
妥
当
な
も
の
と
い
え
よ
う
（
哨
巴
⑰
聞
厭
歓

凍
矯
映
）
．

　
四
、
以
上
本
件
及
び
東
高
判
決
は
い
ず
れ
も
忠
実
に
条
文
を
解
し
た
も
の
と

い
え
よ
う
。
（
た
だ
し
、
こ
の
二
つ
の
判
決
は
と
も
に
第
一
審
は
横
浜
地
裁
で
あ
り
、
且

つ
同
じ
更
生
会
社
管
財
人
が
当
事
者
と
な
つ
て
い
る
事
件
で
あ
る
）
た
だ
法
一
二
七
条

一
項
の
要
件
の
有
無
に
つ
い
て
は
裁
判
所
の
判
断
に
専
ら
委
ね
ら
れ
て
い
る
．

一
七
　

（
一
三
二
三
）



判
　
例
　
研
　
究

そ
し
て
こ
の
要
件
あ
り
と
し
て
特
別
調
査
期
日
を
開
く
こ
と
も
、
又
逆
に
特
別

調
査
期
日
を
開
か
な
い
こ
と
も
、
そ
れ
に
つ
き
当
事
者
は
何
ら
の
不
服
申
立
の

方
法
も
な
い
．
（
法
二
条
）
（
猷
淋
旦
胴
灘
勅
醐
腱
師
醸
罐
鰍
揮
竃
甑
縢
副
翻
凱
郎
机
撒
蹴
は
⑰
腋

勧
蕊
蛭
硬
雅
吐
薙
聖
失
）

　
会
社
更
生
法
が
そ
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
迅
速
性
を
要
求
す
る
こ
と
は

充
分
理
解
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
だ
が
し
か
し
、
そ
の
為
に
、
そ
の
要
件
の
有
無

を
誤
つ
た
結
果
権
利
者
よ
り
永
久
に
そ
の
権
利
主
張
方
法
を
奪
つ
て
し
ま
う
こ

と
は
余
り
に
も
苛
酷
な
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
．
法
一
二
七
条
一
項
の

要
件
は
決
し
て
簡
易
に
判
断
で
き
る
要
件
で
は
な
い
（
「
更
生
債
権
者
が
そ
の
責
に

帰
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
由
に
よ
り
－
・
そ
の
事
由
が
や
ん
だ
後
一
月
内
に
」
）
よ
り

考
え
て
、
何
ら
か
の
不
服
申
立
方
法
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う

か
。
特
に
東
高
判
決
に
は
「
そ
の
調
査
の
た
め
、
特
別
調
査
期
日
が
開
か
れ
た

ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
め
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ち
　
　
う
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
へ
　
　
ち
　
　
ヤ

以
上
は
裁
判
所
が
右
届
出
に
つ
い
て
同
条
項
の
要
件
を
具
備
し
て
い
る
も
の
と

取
扱
つ
た
こ
と
に
な
る
と
い
う
べ
く
」
（
機
儲
）
と
い
う
よ
う
に
甚
だ
心
も
と
な

い
判
断
を
し
て
お
り
、
又
本
件
の
上
告
理
由
中
に
も
コ
般
期
日
の
冒
頭
に
お

い
て
も
、
裁
判
官
は
期
間
経
過
後
届
出
の
債
権
を
同
日
調
査
す
る
か
後
日
あ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

た
め
て
調
査
す
る
か
を
関
係
人
に
問
う
た
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
（
黙
民
れ
源
嚇
鱒

醐
棺
櫨
職
罐
雛
陀
の
誤
解
が
あ
っ
た
）
。
そ
し
て
こ
の
二
件
と
も
横
浜
地
裁
に
申
立
て
た

同
一
更
生
会
社
の
一
般
期
日
と
特
別
期
日
で
あ
る
事
よ
り
、
お
そ
ら
く
同
一
の

裁
判
官
に
よ
つ
て
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
が
、
こ
れ
に
問
題
が
あ
つ
た
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
も
本
件
及
び
東
高
判
決
の
第
一
審
た
る
横
浜
地
裁
の
判
決
は

い
ず
れ
も
上
級
審
で
取
り
消
さ
れ
て
い
る
事
よ
り
考
え
れ
ぽ
、
本
件
及
び
東
高

判
決
が
た
だ
理
論
的
に
の
み
（
又
は
第
一
審
裁
判
官
を
信
用
し
て
）
解
決
し
た
こ
と

コ
八
　
　
（
噌
三
二
四
）

に
は
疑
問
が
な
く
は
な
い
。

　
（
註
）
　
宮
脇
編
・
前
掲
一
六
二
頁
に
藤
林
氏
は
次
の
如
く
発
言
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
債
権
届
出
期
間
後
に
届
の
あ
つ
た
債
権
に
対
し
て
は
、
管
財
人
が
調
査
期
日
に
こ

　
　
う
い
う
発
言
を
す
る
の
が
普
通
で
す
「
債
権
屈
出
期
間
経
過
後
に
届
出
の
あ
つ
た
債

　
　
権
が
あ
り
ま
す
が
、
本
日
皆
さ
ん
に
御
異
議
が
な
け
れ
ば
認
否
を
し
た
い
。
い
か
が

　
　
で
し
ょ
う
か
」
こ
う
言
う
と
「
異
議
あ
り
」
と
い
う
人
は
通
常
一
人
も
い
な
い
の
で

　
　
す
よ
。
だ
か
ら
、
債
権
調
査
期
日
が
続
行
さ
れ
て
お
る
間
は
、
そ
の
債
権
調
査
期
日

　
　
ま
で
に
届
け
出
た
分
ま
で
、
異
議
が
な
け
れ
ば
認
否
し
て
も
ら
う
と
い
う
よ
う
な
こ

　
　
と
が
行
わ
れ
ま
す
。
」
本
件
の
調
査
期
日
が
こ
の
様
に
行
わ
れ
た
か
甚
だ
疑
問
で
あ
る

　
　
が
、
大
い
に
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
よ
り
、
更
生
裁
判
所
の
判
断
に
個
人
の
権
利
が
専
ら
委
ね
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
何
ら
の
救
済
手
段
の
な
い
点
に
疑
問
を
有
し
な
が
ら
も
、
本
件
判

旨
に
賛
成
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
四
六
年
四
月
一
〇
日
稿
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
豊
泉
　
貫
太
郎
）

昭
四
五
1
　
（
織
脇
嘱
蘇
一
西
巻
）

　
一
、
独
立
当
事
者
参
加
の
相
手
方
と
請
求
の
提
出

　
二
、
取
消
差
戻
の
控
訴
審
判
決
を
得
た
控
訴
人
と
上
告
の
利
益
の
有
無

　
三
、
講
決
権
行
使
の
代
理
資
格
を
株
主
に
制
限
し
た
定
款
の
定
め
と
議
決
権

　
　
行
使
許
容
の
仮
処
分
の
効
力

　
　
株
主
総
禽
決
議
不
存
在
確
認
請
求
事
件
（
昭
四
五
二
二
＝
一
第
一
小
法
廷
判

　
　
決
）



Y
株
式
会
社
（
被
告
・
被
控
訴
人
・
被
上
告
人
）
は
解
散
し
、
X
（
原
告
．
控
訴

人
・
上
告
人
）
が
清
算
人
と
な
つ
た
。
Y
会
社
の
登
記
簿
に
は
、
Y
会
社
の
本
件
臨

時
株
主
総
会
に
お
い
て
、
ω
清
算
人
X
を
解
任
し
、
Z
（
参
加
人
・
被
控
訴
人
．
被

上
告
人
）
を
清
算
人
に
選
任
す
る
旨
の
決
議
お
よ
び
図
訴
外
A
を
監
査
役
に
選
任
す

る
旨
の
決
議
が
な
さ
れ
た
と
登
記
さ
れ
て
い
る
．

Z
は
、
訴
外
B
名
義
の
株
式
嚇
五
〇
〇
株
に
つ
い
て
、
議
決
権
行
使
を
許
容
す
る
次

の
よ
う
な
仮
処
分
を
得
て
本
件
臨
時
株
主
総
会
に
の
ぞ
ん
だ
。
そ
の
仮
処
分
と
は
、

「
被
申
請
人
B
は
B
名
義
の
（
Y
会
社
）
株
式
（
一
五
〇
〇
株
）
に
つ
い
て
（
本
件

臨
時
）
株
主
総
会
に
お
い
て
株
主
と
し
て
の
権
利
を
行
使
し
て
は
な
ら
な
い
。
申
請

人
Z
は
（
B
名
義
）
の
株
式
に
つ
い
て
、
右
株
主
総
会
に
出
席
し
て
株
主
と
し
て
の

権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
被
申
請
人
Y
会
社
は
右
株
主
総
会
に
お
い
て

（
B
名
義
）
の
株
式
に
つ
い
て
Z
が
株
主
と
し
て
の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
を
許
さ

な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
、
X
（
株
主
名
簿
上
五
〇
〇
株
の
株
主
）
が
Y
会

社
に
対
し
て
、
本
件
臨
時
株
主
総
会
決
議
、
ω
、
ω
に
つ
き
、
主
位
的
に
右
各
決
議

の
不
存
在
確
認
を
求
め
、
予
備
的
に
右
各
決
議
の
取
消
を
求
め
た
の
が
本
件
で
あ

る
。
清
算
人
職
務
執
行
停
止
の
仮
処
分
を
う
け
て
い
る
Z
（
株
主
名
簿
上
の
株
主
で

な
い
）
は
、
民
訴
法
七
一
条
前
段
を
根
拠
に
参
加
．
し
か
し
、
Z
は
X
の
み
を
相
手

方
と
し
て
、
X
の
Y
会
社
に
対
す
る
訴
に
つ
き
請
求
棄
却
お
よ
び
訴
却
下
の
判
決
を

求
め
た
だ
け
で
あ
つ
て
、
X
お
よ
び
Y
会
社
に
対
し
何
ら
の
請
求
も
し
な
か
つ
た
。

そ
し
て
、
か
り
に
右
参
加
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
も
民
訴
法
六
四
条
に
よ
る
参
加

の
効
力
は
あ
る
と
主
張
。

第
一
審
は
、
X
の
株
主
総
会
決
議
不
存
在
確
認
の
請
求
を
棄
却
。
右
決
議
取
消
請
求

を
却
下
。

第
二
審
は
、
決
議
ω
に
つ
い
て
Z
は
民
訴
法
七
一
条
前
段
の
規
定
に
基
づ
き
参
加

で
き
る
が
、
決
議
㈲
に
つ
い
て
、
Z
は
民
訴
法
六
四
条
の
補
助
参
加
人
た
る
地
位
を

有
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
し
た
。
総
会
決
議
不
存
在
確
認
の
主
位
的
請
求
に
つ
い
て

判
　
例
　
研
　
究

は
、
「
議
決
権
行
使
の
代
理
人
を
株
主
に
限
定
す
る
旨
の
：
（
Y
会
社
の
）
定
款
の

規
定
は
株
主
の
議
決
権
の
代
理
行
使
を
株
主
名
簿
上
の
株
主
に
限
定
し
、
本
件
の
よ

う
な
議
決
権
行
使
許
容
の
仮
処
分
決
定
を
得
た
も
の
ま
で
も
排
除
し
た
趣
旨
で
は
な

い
」
、
「
本
件
株
主
総
会
に
出
席
し
た
株
主
は
、
前
記
仮
処
分
決
定
に
基
づ
き
自
ら
株

式
一
五
〇
〇
株
（
株
主
名
簿
上
B
名
義
）
の
議
決
権
を
行
使
し
、
か
つ
．
訴
外
C

（
株
主
名
簿
上
四
五
〇
〇
株
）
の
代
理
人
と
し
て
そ
の
株
式
の
議
決
権
を
行
使
す
る

た
め
出
席
し
た
Z
（
を
ふ
く
め
て
Y
　
　
五
名
で
あ
つ
て
、
　
・
そ
の
結
果
Z
の
行
使

し
た
議
決
権
の
総
数
が
合
計
六
〇
〇
〇
株
（
Y
会
社
の
発
行
済
株
式
の
総
数
は
一
万

株
）
で
あ
つ
て
、
各
議
案
に
対
し
そ
れ
ぞ
れ
可
決
数
に
達
し
た
と
し
て
、
請
求
棄

却
。
総
会
決
議
取
消
の
予
備
的
請
求
に
関
し
て
、
ω
決
議
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て

は
商
法
二
四
八
条
一
項
所
定
の
訴
提
起
期
間
経
過
前
に
訴
提
起
が
な
さ
れ
て
お
り
、

働
決
議
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
同
条
同
項
所
定
の
訴
提
起
期
問
経
過
後
に
訴
提

起
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
ω
決
議
に
関
し
て
取
消
請
求
を
却
下
し
た
第
一
審
判
決

は
、
そ
の
部
分
に
つ
き
取
消
を
ま
ぬ
が
れ
ず
、
そ
れ
に
関
す
る
主
位
的
請
求
と
も
ど

も
差
戻
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
働
決
議
に
関
し
て
取
消
請
求
を
却
下
し
た
第

一
審
判
決
は
相
当
で
あ
る
と
し
た
。
X
上
告
。

上
告
理
由
は
、
ω
Z
の
民
訴
法
七
一
条
に
よ
る
参
加
を
認
め
た
の
は
法
の
解
釈
適
用

を
誤
っ
て
い
る
．
㈲
執
行
不
能
・
違
法
・
無
効
の
仮
処
分
に
基
づ
い
て
Z
の
議
決
権

行
使
を
認
め
て
い
る
原
判
決
は
不
当
、
㈲
原
判
決
は
、
議
決
権
行
使
の
代
理
人
を
株

主
に
限
定
す
る
定
款
の
規
定
を
無
視
し
、
商
法
二
三
九
条
三
項
の
趣
旨
を
誤
解
し
て

い
る
と
主
張
。

最
高
裁
は
次
の
よ
う
に
判
断
し
た
。
す
な
わ
ち
、

一
、
「
民
訴
法
七
一
条
に
基
づ
く
独
立
当
事
者
参
加
の
申
出
は
、
常
に
原
被
告
双
方

を
相
手
方
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
当
事
者
の
一
方
の
み
を
相
手
方
と
す
る
参
加
の

申
出
は
．
不
適
法
で
あ
る
こ
と
は
、
当
裁
判
所
の
判
例
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
最
高

裁
昭
和
　
　
四
二
年
九
月
二
七
日
大
法
廷
判
決
民
集
二
一
巻
七
号
一
九
二
五
頁
参

照
）
。
ま
た
、
独
立
当
事
者
参
加
の
申
出
は
、
参
加
人
が
当
該
訴
訟
に
お
い
て
裁
判

一
九
　
　
（
＝
二
二
五
）
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を
受
け
る
べ
き
請
求
を
提
出
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
ず
、
単
に
当
事
者
一
方
の
請
求
に
対

し
て
訴
却
下
ま
た
は
請
求
棄
却
の
判
決
を
求
め
る
の
み
の
参
加
の
申
出
は
許
さ
れ
な

い
も
の
と
解
す
る
を
相
当
と
す
る
。
け
だ
し
、
こ
の
種
の
参
加
の
申
出
は
、
訴
の
提

起
た
る
の
実
質
を
有
し
、
ま
た
も
し
参
加
人
が
訴
却
下
ま
た
は
請
求
棄
却
の
判
決
を

求
め
る
の
み
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
当
事
者
と
参
加
人
と
の
間
に
審
理
裁
判
の
対
象
と

な
る
べ
き
請
求
が
在
し
な
い
こ
と
と
な
る
か
ら
」
、
「
Z
の
本
件
独
立
当
事
者
参
加
の

申
出
は
不
適
法
で
あ
」
り
、
「
Z
の
右
参
加
の
申
出
を
適
法
と
し
た
原
審
お
よ
び
第
一

審
の
判
断
は
違
法
で
あ
り
」
破
棄
・
取
消
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
Z
の
右
参
加
の

申
出
は
却
下
。
し
か
し
、
Z
の
補
助
参
加
の
申
出
は
、
い
わ
ゆ
る
共
同
訴
訟
的
補
助

参
加
で
あ
る
と
評
価
。

二
、
「
控
訴
審
に
お
い
て
、
第
一
審
判
決
を
取
り
消
し
、
事
件
を
第
一
審
に
差
し
戻
す

旨
の
判
決
が
あ
つ
た
場
合
に
、
差
戻
を
受
け
た
第
一
審
は
、
裁
判
所
法
四
条
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
右
判
決
の
取
消
の
理
由
と
な
つ
た
法
律
上
お
よ
び
事
実
上
の
判
断

に
拘
束
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
（
最
高
裁
昭
和
　
－
三
〇
年
九
月
二
日
第
二
小
法
廷

判
決
民
集
九
巻
一
〇
号
二
九
七
頁
参
照
）
、
同
条
所
定
の
拘
束
力
が
生
ず
る
取
消
の

理
由
と
な
つ
た
控
訴
審
判
決
の
判
断
に
不
服
の
あ
る
控
訴
人
は
．
右
判
決
に
対
し
て

上
告
す
る
利
益
を
有
し
右
判
断
の
違
法
を
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
．
控
訴

人
に
お
い
て
右
判
決
の
理
由
に
不
服
が
あ
つ
て
も
、
こ
れ
が
取
消
の
理
由
に
対
す
る

も
の
で
な
い
場
合
に
は
、
右
控
訴
人
は
右
判
決
に
対
し
上
告
の
利
益
を
有
し
な
い
も

の
と
解
す
る
の
を
相
当
と
す
る
。
論
旨
は
、
原
判
決
の
違
法
を
い
う
が
、
い
ず
れ
も
、

原
審
が
第
一
審
判
決
を
取
り
消
す
理
由
と
し
た
同
条
所
定
の
拘
束
力
あ
る
判
断
の
違

法
を
い
う
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
X
の
Y
会
社
に
対
す
る
請
求
中
清
算
人
X
を
解
任

し
、
Z
を
肩
算
人
に
選
任
す
る
旨
の
決
議
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
上
告
適
法

の
理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
。

三
、
「
社
員
と
し
て
有
す
る
権
利
の
行
使
の
停
止
ま
た
は
か
か
る
権
利
行
使
許
容
の

仮
処
分
決
定
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
が
右
仮
処
分
に
よ
り
み
だ
り
に
会
社
の
経
営
権

争
奪
に
介
入
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
厳
に
戒
し
む
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

鴫
二
〇
　
　
　
（
噌
コ
ゴ
コ
ハ
）

で
も
な
く
、
右
仮
処
分
の
申
請
は
そ
の
必
要
最
少
限
度
に
お
い
て
の
み
認
容
せ
ら
る

べ
き
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
種
の
仮
処
分
決
定
は
、
右
の

趣
旨
に
照
ら
し
、
そ
の
決
定
中
に
明
示
さ
れ
た
部
分
に
限
り
そ
の
効
力
を
生
ず
る
も

の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
原
審
の
認
定
し
た
本
件
仮
処
分
決
定
中
い

わ
ゆ
る
社
員
権
行
使
許
容
を
命
じ
た
部
分
は
、
右
仮
処
分
申
請
人
で
あ
る
Z
に
対

し
、
B
名
義
の
同
決
定
判
示
の
株
式
一
五
〇
〇
株
に
つ
い
て
の
み
、
株
主
と
し
て
の
権

利
行
使
を
許
し
た
だ
け
で
あ
つ
て
、
定
款
に
よ
り
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使

の
代
理
資
格
を
株
主
に
制
限
し
て
い
る
Y
会
社
に
お
い
て
、
Z
に
株
主
C
の
本
件
株

主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
を
代
理
行
使
す
る
資
格
を
も
与
え
た
も
の
と
解
す
る
こ
と

は
で
ぎ
な
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
し
て
み
れ
ぽ
、
右
仮
処
分
決
定
が

右
の
効
力
を
も
有
す
る
も
の
と
し
、
Z
の
し
た
C
の
議
決
権
の
代
理
行
使
を
有
効
と

し
た
原
審
の
判
断
は
違
法
で
あ
る
。
ま
た
、
株
式
を
相
続
に
よ
り
準
共
有
す
る
に
至

つ
た
共
同
相
続
人
は
．
商
法
二
〇
三
条
二
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
．
当
該
株
式

に
つ
き
株
主
の
権
利
を
行
使
す
べ
き
者
一
人
を
定
め
て
会
社
に
通
知
す
べ
ぎ
と
こ

ろ
、
原
審
は
、
亡
訴
外
D
名
義
の
株
式
二
〇
〇
〇
株
に
つ
ぎ
、
そ
の
共
同
相
続
人
か

ら
会
社
に
対
し
、
右
の
通
知
を
し
た
か
ど
う
か
、
ま
た
何
人
が
株
主
の
権
利
を
行
使

す
べ
き
者
と
し
て
定
め
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
、
何
ら
判
示
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
そ

し
て
、
Z
の
し
た
C
の
議
決
権
の
代
理
行
使
を
無
効
と
す
る
以
上
は
、
右
通
知
の
存

否
、
内
容
の
い
か
ん
に
よ
つ
て
は
、
本
件
株
主
総
会
に
お
い
て
A
を
監
査
役
に
選
任

す
る
旨
の
議
決
は
、
成
立
し
な
か
つ
た
こ
と
に
な
る
」
と
し
て
、
右
決
議
に
関
し

て
、
原
判
決
は
破
棄
さ
れ
、
そ
れ
と
同
旨
の
第
一
審
判
決
も
取
消
さ
れ
て
、
主
位
的

請
求
に
あ
わ
せ
て
予
備
的
請
求
も
第
一
審
へ
差
戻
．
裁
判
官
全
員
一
致
の
判
決
。

　
廟
、
判
旨
第
一
点
引
用
の
最
高
裁
昭
和
四
二
年
九
月
二
七
日
大
法
廷
判
決

は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

　
「
民
訴
法
七
一
条
の
参
加
の
制
度
は
、
同
｝
の
権
利
関
係
に
つ
い
て
、
原
被
告



　
お
よ
び
参
加
人
の
三
者
が
互
に
相
争
う
紛
争
を
一
の
訴
訟
手
続
に
よ
っ
て
、

　
一
挙
に
矛
盾
な
く
解
決
し
よ
う
と
す
る
訴
訟
形
態
で
あ
つ
て
、
右
三
者
を
互

　
に
て
い
立
、
牽
制
し
あ
う
関
係
に
置
き
、
一
の
判
決
に
よ
り
訴
訟
の
目
的
を

　
全
員
に
つ
き
合
唄
に
の
み
確
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
と
解
す
る
を

　
相
当
と
す
る
。
し
た
が
つ
て
．
同
条
に
基
づ
く
参
加
の
申
出
は
、
常
に
原
被

　
告
双
方
を
相
手
方
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
当
事
者
の
一
方
の
み
を
相
手
方

　
と
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
。

　
こ
の
判
例
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
当
民
事
訴
訟
法
研
究
会
の
榊
原
氏
が
、
法

学
研
究
四
一
巻
一
二
号
九
九
頁
以
下
で
次
の
よ
う
な
観
点
か
ら
判
旨
反
対
の
評

釈
を
さ
れ
て
い
る
．
す
な
わ
ち

　
「
参
加
人
が
当
事
者
双
方
を
相
手
ど
ら
ず
に
独
立
参
加
の
申
立
を
し
た
と
し

　
て
も
、
参
加
人
と
争
わ
な
い
当
事
者
と
が
訴
訟
の
経
過
に
照
ら
し
て
み
て
両

　
者
に
争
わ
な
い
了
解
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
が
あ
れ
ば
、
独
立

　
当
事
者
参
加
の
成
立
を
認
め
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
（
洞
鱒
責
）
。

も
つ
と
も
、
同
氏
は
後
に
中
京
法
学
四
巻
二
号
一
頁
以
下
掲
載
の
「
独
立
当
事

者
参
加
の
訴
訟
構
造
」
と
題
す
る
論
文
に
お
い
て
．
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち

　
「
二
当
事
者
対
立
訴
訟
と
い
う
枠
組
み
で
は
、
一
挙
に
矛
盾
な
く
紛
争
の
解

　
決
が
出
来
な
い
た
め
、
二
当
事
者
対
立
訴
訟
と
い
う
枠
組
み
を
外
し
て
、
各

　
訴
訟
間
の
訴
訟
資
料
を
総
合
的
に
判
断
し
て
紛
争
を
解
決
出
来
る
…
－
訴
訟

　
上
の
機
能
を
も
つ
た
独
立
当
事
者
参
加
の
制
度
利
用
の
必
要
性
と
い
う
点
に

　
訴
の
利
益
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
」
（
洞
囎
頁
）
と
い
う
角
度
か
ら
、

　
「
X
Y
間
の
訴
訟
に
七
一
条
に
よ
つ
て
参
加
す
る
と
の
趣
旨
が
訴
状
全
体
か

判
　
例
　
研
　
究

　
ら
み
て
窺
え
さ
え
す
れ
ば
．
Z
が
X
、
Y
両
者
を
相
手
ど
つ
て
い
る
か
ど
う

　
か
に
関
係
な
く
同
条
の
適
用
を
認
め
て
よ
い
」
と
（
調
噌
頁
）
。

　
さ
ら
に
、
当
民
事
訴
訟
法
研
究
会
の
石
川
・
斎
藤
の
両
氏
が
、
法
学
研
究
四

二
巻
二
号
一
〇
八
頁
以
下
で
、
前
出
大
法
廷
昭
和
「
四
二
年
判
決
を
論
理
的

前
提
と
し
て
判
示
せ
ら
れ
た
と
理
解
さ
れ
る
」
（
卸
層
頁
）
昭
和
四
三
年
四
月
…

二
日
第
二
小
法
廷
判
決
・
民
集
二
二
巻
四
号
一
四
五
頁
以
下
の
評
釈
に
お
い

て
、
次
に
引
用
す
る
よ
う
な
留
保
を
つ
け
な
が
ら
も
前
記
昭
和
四
二
年
の
大
法

延
判
決
に
賛
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
留
保
と
は
、
す
な
わ
ち

　
「
七
一
条
参
加
の
申
出
を
本
訴
当
事
者
の
一
方
の
み
を
相
手
方
と
し
て
な

　
し
て
い
る
場
合
、
裁
判
所
は
こ
れ
を
新
訴
の
提
起
と
し
て
ひ
き
な
お
す
ぽ
か

　
り
で
な
く
、
釈
明
権
行
使
に
よ
つ
て
補
正
（
当
事
者
双
方
を
相
手
方
と
す
る
申
出

　
に
変
更
さ
せ
る
．
）
し
、
七
一
条
参
加
訴
訟
と
す
る
こ
と
も
適
切
可
能
な
処
置

　
で
あ
つ
た
と
考
え
る
．
否
．
四
二
年
判
決
で
は
裁
判
所
は
参
加
人
の
意
思
を

　
考
慮
し
て
積
極
的
に
釈
明
権
を
行
使
す
べ
き
場
合
で
あ
つ
た
と
考
え
る
」
と

（
飼
騨
鑑
熱
講
測
欝
競
醐
廻
離
驚
難
翻
描
遡
蝿
観
駿
勧

嫡
〉
．

　
私
は
、
釈
明
権
に
よ
る
補
正
と
い
う
方
法
を
さ
ら
に
一
歩
先
へ
進
め
て
問
題

の
解
決
を
は
か
り
た
い
。
本
件
の
よ
う
に
Z
が
七
一
条
に
よ
る
参
加
を
申
立

て
、
X
の
Y
会
社
に
対
す
る
訴
に
つ
き
、
請
求
棄
却
お
よ
び
訴
却
下
の
判
決
を

求
め
訴
訟
追
行
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
Z
が
X
の
請
求
と
は
い
わ
ば
正

反
対
の
請
求
を
X
に
対
し
て
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
Y
に
対
し
て
も
し
か
る
べ

き
請
求
を
し
て
い
る
と
裁
判
所
は
「
善
解
」
し
、
Z
が
X
、
Y
双
方
を
相
手
方
と

し
て
独
立
当
事
者
参
加
し
た
も
の
と
し
て
、
事
を
は
こ
ぶ
べ
き
も
の
と
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
　
　
（
一
三
二
七
）
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（
翻
匙
昆
訴
法
天
六
条
）
。
本
件
の
よ
う
な
場
A
R
Z
が
何
を
求
め
て
い
る
か
を

知
る
こ
と
は
、
裁
判
所
に
と
つ
て
さ
ほ
ど
困
難
と
は
思
わ
れ
な
い
。
も
つ
と

も
、
そ
の
よ
う
に
た
や
す
い
こ
と
な
ら
、
Z
の
ほ
う
で
し
か
る
べ
く
構
成
を

し
、
そ
の
上
で
参
加
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
も
つ
と
も
大
切
な
も
の
は
、
制
度
が
予
定
し
て
い
る
「
目
的
」
を
い
か

に
す
れ
ば
う
ま
く
達
成
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
「
目
的
」
達
成
の
た

め
の
「
手
段
」
に
つ
い
て
の
さ
ほ
ど
重
大
で
も
な
い
蝦
疵
は
大
目
に
み
ら
れ
て

も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
ゆ
え
、
私
は
、
判
旨
第
一
点
に
反
対
す
る

（
糊
糊
粕
蹴
榊
購
醐
脚
厳
踏
舗
騰
駐
蒐
蜷
貼
鵬
ト
魅
一
額
醐
野
ザ
渉
室
．
上
野
．
）
。
な
お
「
善
解
」
と

い
う
観
点
か
ら
Z
の
独
立
当
事
者
参
加
を
認
め
る
と
、
X
Y
Z
間
の
本
件
訴
訟

関
係
で
、
Y
と
Z
は
同
一
人
を
訴
訟
代
理
人
に
選
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

弁
護
士
法
二
五
条
一
号
違
反
か
否
か
の
問
題
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
（
呪
吻
離

雛
噸
翻
陀
聾
謂
能
柏
羅
雀
廷
判
決
．
Y

　
二
，
本
件
X
は
、
控
訴
審
判
決
の
う
ち
取
消
差
戻
の
部
分
に
つ
い
て
、
い
わ

ゆ
る
形
式
的
不
服
を
有
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
形
式
的
不
服
と
い

う
観
点
か
ら
す
れ
ぽ
、
X
は
、
そ
の
部
分
に
関
し
て
上
告
の
利
益
が
な
い
こ
と
に

な
る
（
飾
馴
輸
翻
翻
た
鴎
甑
頂
、
小
室
．
）
。
し
か
し
、
控
訴
審
の
取
消
差
戻
判
決
の

拘
束
力
は
、
第
二
次
第
一
審
・
第
二
次
控
訴
審
の
み
な
ら
ず
上
告
審
手
続
に
も

お
よ
ぶ
（
輔
訓
舐
継
蕨
勲
訣
勧
訥
陳
鋤
恥
膿
確
民
）
。
そ
し
て
、
そ
の
拘
束
力
は
、
破
棄
理

由
と
な
つ
た
法
律
上
お
よ
び
事
実
上
の
判
断
に
認
め
ら
れ
る
（
詔
訓
パ
賄
鵬
櫓
Y

そ
れ
ゆ
え
、
右
拘
束
力
の
発
生
に
不
服
の
あ
る
者
は
、
そ
の
発
生
を
妨
げ
る
た

め
に
、
取
消
の
理
由
と
な
っ
た
判
断
の
違
法
を
主
張
し
て
、
上
告
す
る
利
益
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
欄
劉
諭
醐
膚
前
斯
勧
拙
頚
則
）
。
本
件
上
告
理
由
は
、
取

一
二
二
　
　
（
一
三
二
八
）

消
差
戻
判
決
の
取
消
理
由
に
対
し
不
服
を
い
う
も
の
で
は
な
い
の
で
、
上
告

の
利
益
な
し
と
し
た
判
旨
に
賛
成
で
き
る
（
櫛
馴
日
醐
翻
舗
た
凱
耽
碩
剛
附
難
町
）
。

　
三
、
最
高
裁
昭
和
四
三
年
一
一
月
一
日
第
二
小
法
廷
判
決
・
民
集
二
二
巻
一

二
号
二
一
頁
以
下
は
、
議
決
権
を
行
使
す
る
株
主
の
代
理
人
の
資
格
を
当
該
会

社
の
株
主
に
制
限
す
る
旨
の
定
款
の
規
定
の
効
力
に
つ
き
、
次
の
よ
う
に
判
示

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
「
（
商
法
ヨ
ニ
九
条
三
項
）
は
、
議
決
権
を
行
使
す
る
代
理
人
の
資
格
を
制
限
す

　
べ
ぎ
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
、
定
款
の
規
定
に
よ
り
、
相
当
と
認
め

　
ら
れ
る
程
度
の
制
限
を
加
え
る
こ
と
ま
で
も
禁
止
し
た
も
の
と
は
解
さ
れ

　
ず
、
右
代
理
人
は
株
主
に
か
ぎ
る
旨
の
所
論
上
告
会
社
の
定
款
の
規
定
は
、

　
株
主
総
会
が
、
株
主
以
外
の
第
三
者
に
よ
つ
て
撹
乱
さ
れ
る
こ
と
を
防
止

　
し
、
会
社
の
利
益
を
保
護
す
る
趣
旨
に
で
た
も
の
と
認
め
ら
れ
、
合
理
的
な

　
理
由
に
よ
る
相
当
程
度
の
制
限
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
右
商
法
二
三

　
九
条
三
項
に
反
す
る
こ
と
な
く
、
有
効
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

　
る
」
と
。
ち
な
み
に
、
右
判
決
の
被
告
・
控
訴
人
・
上
告
人
は
、
本
件
Y
会

　
社
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
最
高
裁
は
有
効
説
で
あ
る
が
、
周
知
の
よ
う
に
．
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
有
効
説
、
無
効
説
が
対
立
し
て
い
る
（
斌
駒
繍
黙
塑
無
｛
弔
ガ
彦
闘
粉
踊
欄
獺
惰

繊
鴫
磯
剛
漸
剛
捌
講
覗
即
韻
齢
備
囎
紳
咽
肛
牌
嬢
砿
鄭
ザ
ト
釦
鵬
汰
頁
以
下
、
）
。
無
効
説
に
よ
れ

ば
、
本
件
仮
処
分
の
有
無
に
関
係
な
く
、
本
件
Z
の
議
決
権
代
理
行
使
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
有
効
説
を
と
つ
た
場
合
、
Z
が
代
理
行
使
を
出
来
る
か

否
か
は
、
議
決
権
行
使
の
代
理
人
資
格
を
「
株
主
」
に
限
る
と
す
る
定
款
の
規

定
の
「
株
主
」
の
意
味
の
と
り
か
た
い
か
ん
に
よ
つ
て
説
が
わ
か
れ
よ
う
。
そ



の
「
株
主
」
の
意
味
を
株
主
名
簿
上
の
株
主
と
解
す
れ
ば
、
株
主
名
簿
上
の
株

主
で
は
な
い
Z
の
代
理
行
使
は
も
ち
ろ
ん
認
め
ら
れ
な
い
．
ま
た
、
そ
の
「
株

主
」
の
意
味
を
株
主
名
簿
上
の
株
主
ま
た
は
そ
れ
と
実
質
的
に
同
視
で
き
る
者

の
意
味
に
解
す
れ
ば
、
本
件
仮
処
分
を
得
て
総
会
に
の
ぞ
ん
だ
Z
に
議
決
権
の

代
理
行
使
を
認
め
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、
本
件
の

場
合
に
は
、
右
に
述
べ
た
「
株
主
」
の
意
味
の
と
り
か
た
い
か
ん
の
問
題
に
加

え
て
、
本
件
仮
処
分
の
効
力
を
な
る
べ
く
制
限
的
に
解
す
る
の
か
そ
れ
と
も
拡

張
的
に
解
し
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
か
の
問
題
が
あ
る
。
本
件
仮
処
分
の
効
力

を
制
限
的
に
解
す
る
方
向
を
と
れ
ば
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
判
旨
の
よ
う
に
な

り
（
脚
馴
距
難
熱
慈
鞭
頃
灘
ヤ
拡
張
的
に
解
す
れ
ば
、
Z
の
議
決
権
代
理

行
使
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
紘
恥
嚇
堀
恥
躰
雅
岬
轟
俺
鯵
雛
遡
遵
謬
繍
鑛
圏
卜
齢

し
、
発
言
で
き
る
の
だ
か
ら
、
議
決
権
行
使
の
代
理
資
格
を
株
主
に
制
限
す
る
定
款
が
総
会
荒
ら
し
の
防

止
と
い
う
趣
旨
を
も
つ
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
　
Z
が
本
件
C
の
議
決
権
を
代
理
行
使
す
る
の
を
否
定

す
る
法
律
的
利
益
が
な
か
つ
た
と
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
判
旨
の
よ
う
に
解
す
る
と

結
局
C
の
議
決
権
行
使
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
こ
と
は
、
商
法
二
三
九
条
三
項
の
趣
旨
に
反
す
る

誌
鶴
穐
）
．

　
私
は
、
無
効
説
を
妥
当
と
考
え
る
の
で
判
旨
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
す
な
わ

ち
、
そ
の
理
由
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。

　
ω
株
主
総
会
が
株
主
以
外
の
第
三
者
に
よ
つ
て
撹
乱
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す

る
た
め
に
、
議
決
権
行
使
の
代
理
人
資
格
を
株
主
に
制
限
す
る
定
款
の
規
定
が

一
応
有
効
に
機
能
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ

う
な
総
会
の
秩
序
維
持
は
、
総
会
屋
等
に
つ
け
こ
ま
れ
る
よ
う
な
弱
み
を
持
た

な
い
企
業
体
質
を
作
り
だ
す
こ
と
お
よ
び
社
会
秩
序
維
持
の
た
め
の
通
常
の
諸

制
度
に
ま
か
せ
ら
れ
る
の
が
本
筋
で
あ
り
、
現
実
に
議
決
権
を
誰
が
行
使
す
る

か
と
い
う
観
点
、
つ
ま
り
総
会
運
営
主
体
と
い
う
観
点
か
ら
求
め
よ
う
と
し
て

判
　
例
　
研
　
究

は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
．
議
決
権
行
使
を
誰
に
さ
せ
る
か
は
、
株
主
の
自
由
な

判
断
に
ま
か
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
㈲
昭
和
四
一
年
の
商
法
改
正
に
よ
り
、
株
式
の
譲
渡
制
限
が
認
め
ら
れ
、
い

わ
ゆ
る
閉
鎖
的
会
社
が
出
現
し
た
の
だ
か
ら
、
議
決
権
行
使
の
代
理
人
資
格
を

株
主
に
限
定
す
る
理
由
が
あ
る
と
の
説
が
あ
る
（
畷
廻
．
醸
鰍
灘
獅
磯
卿
猷
鯉
醸
脇
ヱ
弛

頁
以
下
．
龍
田
・
前
掲
書
二
七
一
頁
は
、
　
「
株
式
の
譲
渡
制
限
を
し
て
い
る
会
社
に
つ
い
て
は
、
代
理
人

資
格
を
株
主
に
限
定
す
る
こ
と
も
認
め
る
べ
き
て
あ
ろ
う
」
と
す
る
．
菱
田
・
株
主
の
議
決
権
行
使
と
会

社
支
配
・
八
二
頁
以
下
は
、
　
「
株
式
の
自
由
譲
渡
性
が
制
限
せ
ら
れ
、
株
式
会
社
な
る
社
団
の
内
部
に
従

来
の
株
主
と
異
つ
た
分
子
が
参
加
す
る
こ
と
を
制
限
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
　
株
主
間
の
人

的
関
係
は
あ
る
程
度
認
め
ら
れ
、
議
映
権
行
硬
の
代
理
人
た
る
資
格
を
株
主
に
限
る
こ
と
に
は
理
由
が
存

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
す
る
　
な
お
　
菱
田
・
議
決
権
行
使
の
代
理
人
資
格
の
制
限
（
昭
四
三
・

外
酢
粒
（
縮
儲
悌
一
、
○
小
磁
醜
欄
鰍
解
職
彫
飴
牡
判
y
し
か
し
、
誰
が
会
社
の
株
主
に
な
る

か
の
間
題
、
つ
ま
り
、
誰
が
会
社
支
配
主
体
に
な
る
か
の
問
題
（
株
式
の
譲
渡
制

限
）
と
誰
が
現
実
に
議
決
権
を
行
使
す
る
か
の
問
題
、
つ
ま
り
，
誰
が
総
会
運

営
主
体
に
な
る
か
の
問
題
（
議
決
権
代
理
行
使
の
制
限
）
と
は
、
お
よ
そ
そ
の
属
す

る
次
元
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
．
な
る
ほ
ど
、
従
来
の
株
主
と
異
な
つ
た
気
ご

こ
ろ
の
知
れ
な
い
異
分
子
を
当
該
会
社
か
ら
し
め
だ
す
の
だ
と
い
う
点
で
、
株

式
の
譲
渡
制
限
と
議
決
権
代
理
行
使
の
制
限
の
両
者
は
、
共
通
の
機
能
を
は
た

し
得
る
。
し
か
し
、
同
じ
機
能
を
は
た
し
得
る
か
ら
と
い
つ
て
、
本
来
は
別
々

の
次
元
で
論
じ
ら
れ
る
べ
き
は
ず
の
両
者
を
勝
手
に
同
一
面
で
同
列
に
結
び
つ

け
て
、
有
効
説
の
論
拠
に
し
て
し
ま
う
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
誰
が
総
会
運
営

主
体
に
な
る
か
の
問
題
は
、
最
終
的
に
は
、
誰
が
会
社
を
支
配
す
る
か
の
問
題

に
吸
収
さ
れ
る
。
と
い
つ
て
も
、
総
会
運
営
主
体
の
問
題
は
、
会
社
を
支
配
す

る
者
を
誰
が
総
会
で
代
弁
す
る
か
の
問
題
で
あ
り
、
会
社
を
支
配
す
る
者
を
誰

に
限
定
す
る
か
の
問
題
と
は
や
は
り
次
元
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。
総
会
で
自

分
を
代
弁
す
る
者
を
株
主
は
，
あ
た
か
も
自
分
で
自
分
の
手
足
を
意
の
ま
ま
に

一
二
三
　
　
（
＝
一
三
九
）



判
　
例
　
研
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動
か
し
得
る
か
の
ご
と
く
、
自
由
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
の

こ
と
こ
そ
が
商
法
二
三
九
条
三
項
の
趣
旨
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と

は
、
商
法
上
、
会
社
支
配
主
体
の
交
替
に
制
限
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
と
は
何
ん

ら
の
関
係
も
持
た
な
い
の
で
あ
る
．

　
以
上
の
し
だ
い
で
、
判
旨
第
一
点
、
第
三
点
に
反
対
、
判
旨
第
二
点
に
は
賛

成
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
一
・
三
・
二
〇
）
　
（
加
藤
修
）

昭
四
吾
（
謡
韻
稿
巻
）

　
仮
差
押
者
の
債
務
者
が
破
産
宣
告
を
受
け
た
場
合
と
、
第
三
者
異
議
の
訴
の

　
利
益
の
有
無

　
　
第
三
者
異
議
事
件
（
昭
和
四
五
・
丁
二
九
・
最
高
裁
第
一
小
法
廷
判
決
）

　
　
一
、
X
（
原
告
・
被
控
訴
人
・
被
上
告
人
）
は
、
「
Y
（
被
告
・
控
訴
人
・
上
告
人
）

　
　
は
、
訴
外
A
に
対
す
る
仮
差
押
決
定
正
本
に
基
づ
ぎ
、
昭
和
四
二
年
一
二
月
二
六
日

　
　
洋
服
タ
ン
ス
外
二
点
の
動
産
に
つ
ぎ
仮
差
押
執
行
を
し
た
が
、
右
物
件
は
、
X
が
他

　
　
か
ら
買
い
受
け
た
も
の
で
X
の
所
有
に
属
す
る
か
ら
、
右
仮
差
押
執
行
の
排
除
を
求

　
　
め
る
．
」
と
し
て
、
昭
和
四
三
年
七
月
二
日
、
Y
を
相
手
方
と
し
て
第
三
者
異
議
の

　
　
訴
を
提
起
し
た
．

　
　
Y
は
、
X
の
主
張
事
実
中
X
が
右
物
件
を
他
か
ら
買
い
受
け
た
と
の
点
を
否
認
し
、

　
　
そ
の
余
の
事
実
を
認
め
た
。

　
　
一
審
は
、
X
の
本
件
物
件
の
他
か
ら
の
買
い
受
け
を
認
定
し
て
、
X
の
本
訴
請
求
を

　
　
認
容
し
た
。
Y
か
ら
控
訴
。

　
　
原
審
で
、
Y
は
、
「
A
は
、
昭
和
四
三
年
五
月
一
日
午
前
一
〇
時
名
古
屋
地
裁
て
破

　
　
産
宣
告
を
受
け
た
の
で
、
本
件
物
件
は
破
産
財
団
に
属
す
る
側
産
と
な
り
、
本
件
仮

一
二
四
　
　
（
＝
…
二
〇
）

差
押
は
そ
の
効
力
を
失
つ
た
か
ら
、
本
訴
請
求
は
、
そ
の
対
象
を
欠
き
失
当
で
あ

る
。
」
と
主
張
し
、
X
は
、
A
が
Y
主
張
ど
お
り
破
産
宣
告
を
受
け
た
事
実
を
認
め
、

そ
の
余
は
争
う
と
述
べ
た
。

原
審
は
、
一
審
判
決
理
由
を
引
用
し
、
左
記
の
点
を
付
加
し
て
Y
の
控
訴
を
棄
却
し

た
。「
A
が
昭
和
四
三
年
五
月
一
日
午
前
一
〇
時
名
古
屋
地
裁
で
破
産
宣
告
を
受
け
た
こ

と
は
当
事
者
間
に
争
い
が
な
い
が
、
そ
も
そ
も
本
件
物
件
は
X
が
買
い
受
け
所
有
す

る
の
で
あ
る
か
ら
A
が
破
産
宣
告
を
受
け
た
か
ら
と
い
つ
て
、
こ
れ
が
た
め
本
件
物

件
が
破
産
法
七
〇
条
所
定
の
破
産
財
団
に
属
す
る
財
産
と
な
る
筋
合
の
も
の
で
は
な

い
。
」
と
。
こ
れ
に
対
し
て
Y
か
ら
上
告
。

二
、
上
告
理
由
お
よ
び
上
告
審
判
決

上
告
理
由
は
、
　
「
破
産
財
団
に
属
す
る
財
産
に
対
し
て
な
し
た
本
件
仮
差
押
は
効
力

を
失
つ
て
い
る
の
で
（
破
産
法
七
〇
条
）
、
被
上
告
人
X
が
上
告
人
Y
を
相
手
と
す

る
本
訴
請
求
は
失
当
で
あ
る
。
原
審
は
破
産
法
七
〇
条
一
項
所
定
の
破
産
財
団
を
法

定
財
団
の
如
く
解
釈
し
て
い
る
が
、
現
有
財
団
と
解
釈
す
べ
き
で
、
原
審
は
七
〇
条

一
項
の
解
釈
を
誤
つ
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
い
う
。

上
告
審
判
決
は
、
左
の
と
お
り
判
示
し
て
、
原
判
決
を
破
棄
し
、
一
審
判
決
を
取
り

消
し
、
X
の
本
件
訴
を
却
下
し
た
、

「
Y
は
、
本
件
仮
差
押
決
定
正
本
に
基
づ
き
、
昭
和
四
二
年
二
戸
二
六
日
A
に
対

し
本
件
物
件
に
つ
き
仮
差
押
執
行
を
し
た
が
、
昭
和
四
三
年
五
月
一
日
A
が
破
産
宣

告
を
受
け
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
物
件
は
、
破
産
法
七
〇
条
に
い
う
破

産
財
団
に
属
す
る
財
産
と
な
つ
た
も
の
で
、
Y
の
右
仮
差
押
は
同
条
に
よ
り
破
産
財

団
に
対
し
て
は
効
力
を
失
つ
た
も
の
と
い
う
べ
く
、
そ
の
後
に
お
い
て
右
仮
差
押
執

行
の
排
除
を
求
め
て
提
起
さ
れ
た
本
件
第
三
者
異
議
の
訴
は
、
そ
の
利
益
を
欠
き
、

不
適
法
と
し
て
却
下
を
免
れ
な
い
。
X
と
し
て
は
、
本
件
物
件
の
所
有
権
を
主
張
し

て
そ
の
返
還
を
求
め
る
た
め
に
は
、
破
産
管
財
人
を
相
手
方
と
し
て
破
産
法
八
七
条

所
定
の
取
戻
権
を
行
使
す
べ
ぎ
も
の
で
あ
る
。
」
と
．



　
判
旨
に
反
対
す
る
。

一
、
本
判
決
は
、
結
果
的
に
は
Y
の
仮
差
押
に
対
す
る
X
の
第
三
者
異
議
の
訴

の
適
否
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
破
産
法
七
〇
条
一
項

本
文
の
解
釈
－
殊
に
、
「
破
産
財
団
二
属
ス
ル
財
産
」
お
よ
び
「
破
産
財
団

二
対
シ
テ
ハ
其
ノ
効
力
ヲ
失
フ
」
こ
と
の
意
義
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。二
、
債
務
者
が
破
産
宣
告
を
受
け
る
と
．
破
産
債
権
者
は
、
個
別
的
執
行
に
よ

る
満
足
は
許
さ
れ
ず
破
産
手
続
に
よ
ら
な
け
れ
ば
そ
の
権
利
を
行
う
こ
と
が
で

き
ず
（
一
六
条
）
、
し
た
が
つ
て
破
産
債
権
者
は
、
破
産
財
団
に
属
す
る
財
産
に

対
し
強
制
執
行
や
仮
差
押
・
仮
処
分
お
よ
び
企
業
担
保
権
の
実
行
手
続
を
新
た

に
開
始
で
き
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
す
で
に
開
始
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
も
の
も
、

破
産
宣
告
に
よ
つ
て
破
産
財
団
と
の
関
係
で
は
当
然
に
そ
の
効
力
を
失
う
に
至

る
（
七
〇
条
一
項
本
文
）
。

　
そ
こ
で
、
本
件
判
決
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
七
〇
条
一
項
の
「
破
産
財
団
二
属

ス
ル
財
産
」
が
、
い
わ
ゆ
る
法
定
財
団
（
蜜
一
窪
目
毯
①
）
に
該
当
す
る
か
、
そ
れ

と
も
現
有
財
団
（
寅
塁
馨
）
に
該
当
す
る
か
に
つ
い
て
、
し
か
る
後
に
「
財
団

二
対
シ
テ
効
力
ヲ
失
フ
」
の
は
絶
対
的
に
無
効
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
相
対

的
な
無
効
で
あ
る
の
か
、
後
者
だ
と
す
る
と
、
い
か
な
る
範
囲
に
お
い
て
相
対

的
無
効
と
称
し
う
る
の
か
、
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

三
、
は
じ
め
に
「
破
産
財
団
に
属
ス
ル
財
産
」
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る

と
、
通
常
、
法
定
財
団
と
は
、
法
律
上
あ
る
べ
き
姿
に
お
け
る
破
産
財
団
、
或
い

は
破
産
財
団
と
し
て
の
管
理
機
構
に
服
す
べ
ぎ
総
財
産
、
つ
ま
り
破
産
者
が
破

産
宣
告
時
に
お
い
て
有
す
る
差
押
え
可
能
な
一
切
の
財
産
（
六
条
）
で
あ
つ
て
、

判
　
例
　
研
　
究

日
本
に
存
在
す
る
も
の
（
三
条
）
で
あ
り
、
ま
た
現
有
財
団
と
は
、
現
に
あ
る
姿

に
お
け
る
破
産
財
団
、
或
い
は
実
際
に
破
産
財
団
と
し
て
の
管
理
機
構
に
服
し

て
い
る
財
産
を
意
味
し
、
破
産
管
財
人
が
破
産
財
団
に
属
す
る
と
認
め
て
事
実

上
占
有
管
理
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
帥
個
砒
離
漣
雛
塾
遡
蟻
簸
縮
鞭
汗
櫨
灘
既
訊
堕
恥
洪

欝
齪
墾
楚
薯
醸
劉
Y

　
破
産
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
破
産
者
の
有
す
る
総
て
の
財
産
が
破
産
的

清
算
手
続
の
対
象
に
な
る
が
、
法
が
あ
る
べ
き
姿
を
本
来
的
な
も
の
と
予
定
し

て
こ
れ
を
法
典
に
組
み
入
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
，
破
産
法
が
破
産
財
団
と

し
て
規
定
す
る
場
合
の
多
く
は
法
定
財
団
を
意
味
す
る
が
、
現
有
財
団
に
つ
い

て
規
定
す
る
場
合
も
存
す
る
（
四
七
条
三
号
・
四
号
、
六
九
条
、
八
七
条
）
。

　
七
〇
条
一
項
に
い
う
「
破
産
財
団
二
属
ス
ル
財
産
」
の
意
義
に
つ
い
て
は
概

ね
学
説
は
沈
黙
を
守
つ
て
い
る
（
鋪
オ
粛
鵬
喀
畑
砒
顕
削
附
圃
ど
搬
確
法
原
論
上
）
。
結
論

か
ら
述
べ
れ
ば
、
以
下
に
述
べ
る
理
由
に
よ
つ
て
、
七
〇
条
一
項
に
い
う
「
破
産

財
団
」
は
、
こ
れ
を
現
有
財
団
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
根
拠
は
以
下
に
み
る
と
お

り
で
あ
る
．
ま
ず
e
執
行
機
関
に
は
執
行
の
目
的
物
が
債
務
者
の
責
任
財
産
で

あ
る
か
否
か
、
つ
ま
り
第
三
者
が
こ
れ
に
つ
ぎ
譲
渡
も
し
く
は
引
渡
を
妨
げ
る

権
利
を
有
し
て
い
る
か
否
か
を
終
局
的
に
調
査
す
る
職
責
も
権
限
も
有
し
な
い

し
、
執
行
機
関
は
、
一
定
の
外
見
的
徴
表
か
ら
の
み
そ
れ
を
判
断
す
べ
き
で
あ
る

と
い
う
技
術
的
要
請
（
有
体
動
産
執
行
に
あ
つ
て
は
民
訴
法
五
六
六
条
一
項
に
よ
り
占

有
を
基
準
と
し
、
不
動
産
執
行
で
は
登
記
を
基
準
と
す
る
）
か
ら
、
責
任
財
産
に
属
さ

ぬ
第
三
者
の
財
産
に
対
し
て
も
執
行
法
上
は
適
法
に
執
行
す
る
可
能
性
は
充
分

に
存
す
る
。
つ
ぎ
に
、
破
産
管
財
人
は
現
実
に
も
法
定
財
団
に
属
す
る
財
産
し

か
占
有
・
管
理
お
よ
び
換
価
し
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
格
別
、
茶
、
う
で
は
な
く
、
破
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二
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二
）
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産
管
財
人
の
法
律
上
の
地
位
に
つ
い
て
の
見
解
の
相
違
に
従
つ
て
、
そ
の
説
明

方
法
は
異
る
に
せ
よ
、
い
ず
れ
に
し
て
も
破
産
管
財
人
の
認
め
る
と
こ
ろ
に
従

つ
て
占
有
・
管
理
・
換
価
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
破
産
管
財
人
に
つ
い
て

も
債
務
者
の
責
任
財
産
に
属
さ
な
い
第
三
者
の
財
産
に
つ
き
占
有
・
管
理
等
を

す
る
危
険
は
こ
れ
ま
た
充
分
に
存
す
る
。
第
三
者
の
財
産
に
執
行
す
る
危
険
が

右
の
前
者
に
の
み
存
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
七
〇
条
一
項
に
い
う
「
破
産
財
団
二

属
ス
ル
財
産
」
の
意
味
を
法
定
財
団
と
解
し
て
も
不
都
合
は
存
し
な
い
が
、
右

の
後
者
に
お
い
て
も
そ
の
危
険
が
存
す
る
の
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
現
有
財
団
と

解
さ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
⇔
七
〇
条
二
項
に
は
第
三
者
の
財
産
に
つ
い
て
破
産
管

財
人
が
占
有
・
管
理
す
る
こ
と
を
予
定
し
た
規
定
が
存
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
、

⑬
も
し
法
定
財
団
で
あ
る
と
解
す
る
と
、
破
産
宣
告
時
に
第
三
者
の
手
元
に
存

す
る
破
産
者
の
破
産
に
つ
い
て
強
制
執
行
・
仮
差
押
・
仮
処
分
等
が
な
さ
れ
た

場
合
に
こ
れ
ら
に
つ
い
て
ま
で
七
〇
条
一
項
で
そ
の
効
力
が
な
く
な
る
と
い
う

の
は
ナ
γ
セ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
、
凶
ま
た
も
し
、
片
面
的
に
破
産
宣
告
時
に
破

産
者
の
手
元
に
あ
つ
て
破
産
管
財
人
に
占
有
せ
ら
れ
た
破
産
者
の
財
産
に
つ
い

て
の
み
七
〇
条
一
項
の
適
用
を
肯
定
し
、
そ
の
限
度
で
な
お
法
定
財
団
と
解
す

る
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
な
い
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
は
そ
も
そ
も
既
に
述
べ
た
意
味

に
お
け
る
法
定
財
団
・
現
有
財
団
の
概
念
か
ら
は
ず
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ

ゆ
え
七
〇
条
一
項
の
「
破
産
財
団
二
属
ス
ル
財
産
」
と
は
現
有
財
団
と
解
す
べ

き
で
あ
る
。

四
，
　
「
破
産
財
団
二
属
ス
ル
財
産
」
と
は
右
に
み
た
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
現
有
財

団
を
意
味
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ
た
が
、
こ
れ
を
法
定
財
団
と
解
す
れ
ば
、

本
判
決
の
結
論
は
当
然
に
原
審
の
示
す
と
こ
ろ
に
帰
す
る
。
け
だ
し
、
本
件
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
山
ハ
　
　
　
（
一
一
二
一
二
二
）

件
が
X
の
有
所
に
属
す
る
、
つ
ま
り
A
の
所
有
で
は
な
い
こ
と
を
も
つ
て
、
本

件
物
件
が
七
〇
条
一
項
の
破
産
財
団
に
属
す
る
財
産
と
は
な
ら
な
い
理
由
と
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
翻
つ
て
、
こ
れ
を
現
有
財
団
と
解
す
れ
ば
直
ち

に
本
判
決
と
同
『
結
論
に
至
る
も
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
現
有
財
団
と

解
し
て
も
、
七
〇
条
一
項
に
い
う
「
破
産
財
団
二
対
シ
テ
ハ
其
ノ
効
力
ヲ
失

フ
」
の
規
定
の
意
味
の
解
釈
い
か
ん
に
よ
つ
て
そ
の
結
論
は
左
右
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
破
産
財
団
二
対
シ
テ
ハ
其
ノ
効
力
ヲ
失
フ
」
こ
と
の
意
味
は
、
あ
ら
ゆ
る
場

合
．
あ
ら
ゆ
る
者
と
の
関
係
で
強
制
執
行
そ
の
他
が
効
力
を
失
う
も
の
で
な
い

こ
と
は
規
定
の
字
句
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
、
破
産
手
続
中

破
産
債
権
者
は
、
個
別
的
権
利
執
行
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
失
効
は

破
産
債
権
者
の
公
平
な
満
足
、
そ
の
た
め
の
弁
済
の
資
料
で
あ
る
破
産
財
団
の

破
産
管
財
人
に
よ
る
統
一
的
な
管
理
換
価
と
の
関
係
で
認
め
れ
ば
よ
く
、
そ
れ

以
外
の
す
べ
て
の
関
係
で
認
め
ら
れ
る
必
要
は
な
い
こ
と
に
よ
る
。

　
で
は
「
破
産
財
団
二
対
シ
テ
ハ
」
と
は
い
か
な
る
意
味
で
あ
る
か
、
つ
ま
り

い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
相
対
的
無
効
な
の
で
あ
ろ
う
か
．
以
下
に
お
い
て
こ

れ
を
検
討
す
る
。

　
ド
イ
ッ
破
産
法
四
九
条
一
項
二
号
、
ド
イ
ッ
民
訴
法
八
〇
四
条
、
九
三
〇
条

で
は
、
各
破
産
債
権
者
が
債
務
者
の
破
産
宣
告
前
に
強
制
執
行
に
着
手
す
る
と

き
は
、
各
執
行
財
産
に
対
し
差
押
え
（
℃
凄
呂
茸
㎎
）
に
よ
り
質
権
を
取
得
し
、
そ
の

質
権
は
債
務
者
が
破
産
宣
告
を
受
け
た
場
合
に
は
別
除
権
と
し
て
こ
れ
を
行
使

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
既
に
開
始
し
た
強
制
執
行
の
効
力
は
債

務
者
に
対
し
て
破
産
宣
告
が
な
さ
れ
て
も
当
然
維
持
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
こ



こ
か
ら
は
我
が
破
産
法
七
〇
条
一
項
に
つ
い
て
の
解
釈
の
ぎ
め
手
は
見
い
出
せ

な
い
。

　
旧
商
法
破
産
編
九
八
七
条
は
、
　
「
各
個
債
権
者
ハ
優
先
権
ノ
存
ス
ル
ニ
非
サ

レ
ハ
破
産
処
分
中
破
産
者
ノ
財
産
二
対
シ
テ
強
制
執
行
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス
」

と
規
定
し
て
お
り
、
ま
た
破
産
法
草
案
旧
案
七
一
項
は
「
破
産
債
権
者
力
破
産
宣

告
前
二
破
産
財
団
二
属
ス
ル
財
産
二
付
強
制
執
行
二
着
手
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
手

続
ヲ
中
止
ス
」
と
し
て
い
た
が
．
「
中
止
ス
」
と
す
る
の
は
破
産
宣
告
確
定
前
に

は
妥
当
で
あ
つ
て
も
、
宣
告
確
定
後
に
は
妥
当
性
を
欠
く
た
め
に
こ
れ
を
「
破

産
財
団
二
対
シ
テ
ハ
効
力
を
失
フ
」
と
改
め
、
ま
た
仮
差
押
・
仮
処
分
も
包
摂

し
た
も
の
と
し
て
現
行
七
〇
条
一
項
は
規
定
さ
れ
た
．
こ
こ
か
ら
、
破
産
財
団

が
成
立
し
な
い
場
合
に
は
強
制
執
行
は
効
力
を
失
わ
ず
（
枷
擁
か
臓
睡
法
研
究
y
効

力
を
失
う
と
は
絶
対
的
失
効
の
意
味
で
は
な
く
、
相
対
的
失
効
の
こ
と
で
あ
る

（
轍
開
榊
敵
灘
甥
徽
備
凍
樫
％
噸
諺
嘩
誰
〇
九
頁
）
と
説
か
れ
て
お
り
、
破
産
終
結
決
定

の
公
告
（
二
八
二
条
、
…
西
条
）
、
破
産
廃
止
決
定
（
一
四
五
条
、
三
四
七
条
、
三

五
三
条
）
、
破
産
取
消
決
定
（
一
五
六
条
）
の
確
定
が
あ
つ
た
場
合
に
は
．
破
産
宣

告
前
の
強
制
執
行
は
完
全
な
る
効
力
を
回
復
す
る
（
賄
餅
σ
鰍
産
法
概
）
と
し
て
、
か

か
る
場
面
に
お
い
て
の
相
対
的
失
効
を
七
〇
条
一
項
に
い
う
「
効
力
ヲ
失
フ
」

の
意
味
で
あ
る
と
す
る
。
下
級
審
判
例
（
献
鯨
賄
鰍
醸
齪
昭
脚
罷
切
砕
卜
配
月
二
六
日
）
に

も
同
趣
旨
の
も
の
が
存
し
、
「
破
産
法
七
〇
条
に
『
効
力
ヲ
失
フ
』
と
あ
る
の

は
、
如
何
な
る
関
係
に
お
い
て
も
絶
対
的
に
無
効
に
な
る
と
い
う
の
で
は
な

く
、
単
に
破
産
管
財
人
の
換
価
行
為
の
障
害
と
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、

同
条
に
示
す
と
お
り
破
産
財
団
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
の
み
無
効
と
な
る

相
対
的
の
も
の
で
あ
つ
て
、
…
…
…
後
に
破
産
が
解
止
と
な
り
、
破
産
財
団

判
　
例
　
研
　
究

が
消
滅
す
る
に
至
つ
た
場
合
に
も
、
依
然
右
の
財
産
が
売
却
等
に
よ
つ
て
他

に
移
転
す
る
こ
と
な
く
、
破
産
者
の
所
有
に
残
つ
て
い
た
と
ぎ
は
、
破
産
宣

告
に
よ
つ
て
相
対
的
に
無
効
と
な
つ
た
強
制
執
行
は
当
然
に
回
復
す
べ
き
…

…
・
」
と
す
る
。
な
お
右
の
う
ち
破
産
取
消
決
定
の
確
定
は
、
そ
れ
に
よ

り
破
産
開
始
の
効
力
は
遡
及
的
に
消
滅
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
相
対
的
無

効
な
る
が
ゆ
え
に
執
行
が
復
活
す
る
と
説
く
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
（
舗
弊

墾
蝶
簗
難
纒
離
霊
鍵
嬬
と
保
全
）
。
ま
た
破
産
廃
止
に
つ
い
て
は
、
廃

止
は
手
続
経
済
上
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
将
来
効
を
有
す
る
も
の
で
、
廃
止

後
に
お
い
て
も
債
権
者
の
公
平
を
貫
徹
す
る
と
い
う
要
請
が
あ
る
と
し
て
、
こ

れ
を
否
定
す
る
見
解
（
徹
餅
効
架
糖
徽
蛸
儀
堤
届
擁
碗
批
恥
翌
口
一
一
一
璽
。
蹴
稚
燗
鞠
乱
肚
強
謝
礁

眠
騨
岬
騨
遊
酔
駈
朗
誠
郷
蝸
賑
）
が
あ
る
。
い
ま
右
に
み
た
東
京
高
裁
昭
和
三
〇
年
決

定
と
同
趣
旨
の
相
効
的
効
力
説
を
時
間
的
隔
り
の
後
に
効
力
が
回
復
す
る
と
い

う
意
味
で
仮
に
こ
れ
を
時
間
的
相
対
無
効
説
と
す
る
。

　
つ
ぎ
に
相
対
的
無
効
の
意
味
を
、
商
法
三
八
三
条
三
項
に
規
定
す
る
「
整
理

ノ
関
係
に
於
テ
ハ
」
と
同
様
で
あ
り
、
こ
れ
は
注
意
規
定
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は

破
産
財
団
に
不
利
益
と
な
る
関
係
に
お
い
て
無
効
で
あ
る
と
理
解
す
る
立
場

（
棍
翻
融
禅
藷
嫉
頁
）
が
存
す
る
。
こ
れ
を
執
行
行
為
が
財
団
に
と
り
利
益
か
、
又
は

不
利
益
な
内
容
を
有
す
る
か
に
よ
り
区
別
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
仮
に

内
容
的
相
対
無
効
説
と
す
る
。

　
さ
ら
に
執
行
債
権
者
の
破
産
財
団
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
の
み
無
効
と
し

て
取
り
扱
え
ば
、
破
産
管
財
人
の
財
産
の
占
有
・
管
理
・
換
価
・
配
当
は
充
分
保
護

し
う
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
関
係
に
お
い
て
の
み
無
効
で
あ
つ
て
、
他
の
関
係
ー

執
行
債
権
者
（
本
件
Y
）
と
そ
れ
に
対
す
る
第
三
者
異
議
訴
訟
の
原
告
（
本
件
X
）

一
二
七
　
　
（
一
三
三
三
）



　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

の
関
係
、
さ
ら
に
は
執
行
債
権
者
と
他
の
債
権
者
の
関
係
i
に
お
い
て
は
当

の
執
行
は
効
力
を
有
す
る
と
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
い
ま
仮
に
関
係
的

相
対
無
効
説
と
呼
ぶ
。

　
時
間
的
相
対
無
効
説
、
内
容
的
相
対
無
効
説
、
関
係
的
相
対
無
効
説
は
、
そ

れ
ぞ
れ
対
象
と
す
る
と
こ
ろ
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
相
互
に
排
斥
す
る

関
係
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
従
来
か
ら
説
か
れ
て
ぎ
た
時
間
的
相
対

無
効
説
お
よ
び
内
容
的
相
対
無
効
説
は
、
い
ず
れ
も
相
互
に
、
ま
た
関
係
的
相

対
無
効
説
を
排
斥
し
て
い
た
。

　
時
間
的
相
対
無
効
説
は
、
破
産
が
解
止
に
至
れ
ば
強
制
執
行
等
が
従
前
の
効

力
を
回
復
す
る
と
す
る
点
で
捨
象
で
き
な
い
場
合
に
つ
い
て
の
効
力
で
あ
り
、

こ
の
意
味
で
の
相
対
効
は
、
こ
れ
を
認
め
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
内
容
的
相

対
無
効
説
は
．
七
〇
条
一
項
但
書
で
執
行
が
財
団
に
有
利
な
関
係
で
あ
れ
ば
破

産
管
財
人
は
強
制
執
行
を
続
行
で
き
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味

か
ら
は
、
そ
の
見
解
も
自
ら
断
る
と
お
り
、
単
な
る
注
意
規
定
で
あ
つ
て
相
対

効
の
問
題
と
し
て
議
論
す
る
ま
で
も
な
い
。
前
二
者
が
以
上
の
と
お
り
で
あ
る

か
ら
と
い
つ
て
、
そ
れ
は
少
し
も
つ
ぎ
の
関
係
的
相
対
無
効
説
が
不
必
要
で
あ

る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
実
際
上
、
本
件
X
が
Y
に
対
し
て
第
三
者
異
議
訴
訟

で
勝
訴
し
て
お
け
ぽ
、
破
産
終
結
時
に
X
所
有
の
財
産
が
換
価
・
配
当
さ
れ
ず

に
残
つ
て
い
る
場
合
に
、
そ
れ
に
対
す
る
債
権
者
Y
の
執
行
も
妨
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
つ
ま
り
執
行
債
権
者
Y
と
破
産
財
団
の
間
に
お
い
て
は
、
当
該
執
行

は
無
効
と
し
て
扱
う
が
、
そ
れ
以
外
の
関
係
に
お
い
て
は
有
効
と
し
て
扱
う
べ

き
で
あ
る
．
そ
れ
ゆ
え
「
破
産
財
団
二
対
シ
テ
ハ
其
ノ
効
力
ヲ
失
フ
」
と
は
、

広
義
に
は
、
右
の
時
間
的
相
対
無
効
、
内
容
的
相
対
無
効
、
関
係
的
相
対
無
効

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八
　
　
（
一
三
三
四
）

の
意
味
に
お
い
て
、
正
し
く
は
、
時
間
的
お
よ
び
関
係
的
意
味
に
お
い
て
相
対

的
無
効
で
あ
る
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
件
判
決
が
結
果
的
に
X
の
Y
に
対
す
る
第
三
者
異
議
訴
訟
を
、
そ
の
利
益

を
欠
き
不
適
法
と
す
る
の
は
、
結
局
右
の
関
係
的
相
対
無
効
の
理
論
を
採
用
せ

ず
、
対
破
産
財
団
と
の
関
係
の
み
な
ら
ず
、
他
の
第
三
者
と
の
関
係
に
お
い
て

も
無
効
と
し
て
扱
う
こ
と
を
認
め
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
不
当
で

あ
る
こ
と
は
す
で
に
み
た
と
お
り
で
あ
つ
て
関
係
的
相
対
無
効
理
論
を
承
認
す

る
限
り
、
結
論
的
に
は
控
訴
審
と
同
様
に
解
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。
も
つ
と
も

控
訴
審
は
、
こ
の
理
論
に
よ
る
の
で
は
な
く
七
〇
条
一
項
の
破
産
財
団
を
法
定

財
団
と
解
し
た
た
め
の
結
論
な
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
誤

つ
て
い
る
。

　
ま
た
第
三
者
X
が
破
産
財
団
に
対
し
て
目
的
物
に
つ
い
て
取
戻
権
（
八
七
条
）

を
行
使
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
本
件
第
三
者
異
議
訴
訟
が
不
適
法
で
あ
る
こ
と
望

に
な
ら
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
本
件
判
決
に
賛
成
す
る
こ
と

は
で
ぎ
な
い
。

　
な
お
，
本
件
仮
差
押
が
無
効
と
な
る
の
は
、
そ
の
仮
差
押
命
令
と
執
行
の
両

者
共
に
失
効
す
る
か
否
か
に
つ
ぎ
争
い
が
存
す
る
が
、
強
制
執
行
手
続
を
排
す

れ
ば
破
産
手
続
に
と
つ
て
必
要
な
目
的
は
達
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

破
産
宣
告
の
効
果
は
、
執
行
手
続
の
み
を
失
効
さ
せ
る
と
解
す
る
も
の
で
あ
る

（
雛
”
雛
譲
離
顯
曇
訊
評
》

　
ま
た
、
本
件
は
、
破
産
宣
告
後
第
三
者
異
議
の
訴
が
提
起
さ
れ
た
場
合
で
あ

る
が
．
第
三
者
異
議
訴
訟
係
属
中
に
破
産
宣
告
が
あ
つ
た
場
合
も
、
右
と
同
様

に
解
し
て
妨
げ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
松
山
地
裁
昭
和
三
六
年
八
月
二
三
日



判
決
・
判
例
時
報
二
七
七
号
二
八
頁
が
存
し
．

す
。

本
件
判
決
と
同
様
の
結
論
を
示

（
宗
田
　
親
彦
）

昭
和
四
五
3
　
（
識
號
嘱
藻
配
四
巻
）

　
準
備
書
面
の
陳
述
の
有
無
と
調
書
の
記
載

　
　
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
事
件
（
昭
四
五
・
二
・
六
第
二
小
法
廷
判
決
）

　
　
X
（
原
告
・
控
訴
人
・
被
上
告
人
）
は
、
本
件
土
地
の
競
売
に
お
い
て
土
地
所
有
権
を

　
　
取
得
し
た
者
で
あ
り
、
Y
（
被
告
・
被
控
訴
人
・
上
告
人
）
は
、
従
前
よ
り
そ
の
土
地
の

　
　
上
に
建
物
を
所
有
し
て
、
土
地
を
賃
借
し
て
い
る
者
で
あ
る
．
X
が
、
所
有
権
取
得

　
　
に
よ
り
賃
貸
人
た
る
地
位
を
承
継
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Y
は
X
に
賃
料
の
支
払

　
　
を
し
な
い
と
し
て
、
X
は
Y
に
対
し
て
、
未
払
賃
料
の
支
払
催
告
と
不
払
を
条
件
と

　
　
す
る
賃
貸
借
契
約
解
除
の
意
思
表
示
を
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
Y
は
こ
れ
を
履
行
し
な

　
　
か
つ
た
の
で
、
X
が
Y
に
対
し
賃
貸
借
契
約
解
除
に
よ
る
本
件
建
物
の
収
去
と
本
件

　
　
土
地
明
渡
並
び
に
、
所
有
権
移
転
手
続
を
し
た
日
か
ら
明
渡
済
ま
で
の
賃
料
及
び
賃

　
　
料
相
当
損
害
金
の
支
払
を
、
訴
求
し
た
の
が
本
件
で
あ
る
。
Y
は
抗
弁
と
し
て
、
X

　
　
の
催
告
に
応
じ
て
期
限
前
に
代
理
人
訴
外
A
に
よ
つ
て
弁
済
の
提
供
を
な
し
た
が
、

　
　
X
の
受
領
拒
絶
に
あ
つ
た
た
め
に
、
法
務
局
に
弁
済
供
託
し
、
も
つ
て
右
債
務
は
消

　
　
滅
し
て
い
る
旨
、
述
べ
た
。
第
一
審
は
、
Y
の
抗
弁
を
認
め
、
「
訴
外
A
は
X
の
拒

　
　
絶
に
あ
つ
て
持
参
し
た
賃
料
金
を
呈
示
し
な
か
つ
た
し
、
賃
料
を
持
参
し
て
い
る
こ

　
　
と
も
告
げ
な
か
つ
た
が
、
Y
が
X
の
催
告
に
応
じ
て
期
限
内
に
X
方
に
催
告
に
か
か

　
　
る
賃
料
金
を
代
理
人
に
持
参
さ
せ
た
以
上
、
弁
済
提
供
に
欠
け
る
と
こ
ろ
は
な
い
と

　
　
い
う
べ
き
で
あ
る
」
（
引
用
句
は
、
鈴
木
重
信
「
本
件
判
例
解
説
」
法
曹
時
報
ニ
ニ

　
　
巻
一
〇
号
コ
ニ
○
頁
以
下
、
そ
の
一
三
二
頁
。
但
し
、
人
名
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま

判
例
研
究

引
用
せ
ず
．
X
、
Y
、
A
に
お
き
か
え
た
。
）
と
し
て
、
X
の
請
求
を
棄
却
し
た
．
第

二
審
は
、
Y
の
抗
弁
に
つ
ぎ
、
第
一
審
と
は
逆
に
、
A
の
行
為
を
も
つ
て
、
債
務
の

本
旨
に
従
つ
た
現
実
の
提
供
が
あ
つ
た
と
は
み
な
し
難
い
と
し
て
．
Y
の
抗
弁
を
し

り
ぞ
け
、
X
の
主
張
を
ほ
ぽ
認
め
、
第
一
審
判
決
を
取
消
し
、
X
の
請
求
を
認
容
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
Y
は
、
「
原
審
（
第
二
審
）
の
口
頭
弁
論
期
日
に
お
い
て
、
準

備
書
面
を
提
出
し
、
こ
れ
に
基
い
て
、
X
の
本
件
未
払
催
告
と
不
払
を
条
件
と
す
る

賃
貸
借
契
約
解
除
の
意
思
表
示
は
本
件
賃
料
の
支
払
方
法
が
Y
住
所
に
於
け
る
取
立

債
務
で
あ
り
且
権
利
の
濫
用
で
あ
る
か
ら
無
効
で
あ
る
旨
の
主
張
を
し
た
の
で
あ
る

が
（
こ
の
こ
と
は
同
期
日
附
の
ス
タ
ン
プ
が
準
備
書
面
に
押
さ
れ
、
本
件
記
録
に
添
付

さ
れ
て
い
た
り
、
準
備
書
面
に
副
本
受
領
の
X
代
理
人
の
印
影
が
あ
る
こ
と
か
ら
明

ら
か
で
あ
る
が
）
、
原
審
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
口
頭
弁
論
調
書
に
記
載
せ
ず
、
ま
た
、

こ
れ
に
つ
い
て
審
判
を
し
て
い
な
い
」
と
し
て
．
上
告
（
他
の
上
告
理
由
は
判
例
集

で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
）
。

最
高
裁
は
、
こ
れ
に
対
し
て
次
の
理
由
で
上
告
を
棄
却
し
た
．

「
第
二
審
に
お
い
て
上
告
人
か
ら
提
出
さ
れ
た
準
備
書
面
が
陳
述
さ
れ
た
旨
口
頭
弁

論
調
書
に
記
載
が
な
く
、
か
つ
そ
の
記
載
の
な
い
こ
と
に
つ
き
当
事
者
か
ら
異
議
の

述
べ
ら
れ
た
形
跡
の
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
特
段
の
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
．
右
準

備
書
面
は
第
二
審
の
口
頭
弁
論
期
日
に
陳
述
さ
れ
な
か
つ
た
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
こ
ろ
、
本
件
記
録
に
よ
れ
ば
、
所
論
の
津
備
書
面
が
陳
述
さ
れ
た
旨
の

記
載
は
原
審
口
頭
弁
論
調
書
に
な
い
ば
か
り
か
、
そ
の
記
載
の
な
い
こ
と
に
つ
き
当

事
者
か
ら
異
議
の
述
べ
ら
れ
た
形
跡
も
認
め
ら
れ
ず
、
そ
し
て
右
準
備
書
面
が
陳
述

さ
れ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
の
で
き
る
証
拠
も
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
所
論
準
備
書

面
は
結
局
原
審
口
頭
弁
論
期
日
に
陳
述
さ
れ
な
か
つ
た
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な

い
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
右
準
備
書
面
の
陳
述
さ
れ
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
所
論
の
理

由
の
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
論
旨
は
採
用
で
き
な
い
」
。

一
　
本
件
で
問
題
と
な
る
の
は
、
Y
の
代
理
人
A
の
行
為
が
X
に
対
し
て
Y
の

一
二
九
　
　
（
二
…
孟
）
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弁
済
提
供
を
な
し
た
こ
と
に
な
る
の
か
否
か
と
い
う
実
体
法
上
の
問
題
と
、
Y

の
原
審
で
の
準
備
書
面
記
載
の
「
賃
料
不
払
を
理
由
と
す
る
契
約
解
除
は
、
本

件
債
務
は
取
立
債
務
で
あ
る
こ
と
と
、
権
利
濫
用
と
に
よ
つ
て
無
効
で
あ
る
」

旨
の
主
張
が
口
頭
弁
論
に
お
い
て
陳
述
さ
れ
た
か
否
か
を
何
で
判
断
す
る
か
と

い
う
訴
訟
法
上
の
問
題
の
二
つ
で
あ
る
。
以
下
、
後
者
の
訴
訟
法
上
の
問
題
に

つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
問
題
の
準
備
書
面
記
載
の
主
張
が
実
際
に
口
頭
弁
論

に
お
い
て
陳
述
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
原
判
決
に
は
審
理
不
尽
が
あ
っ
た
と
い

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
逆
に
、
口
頭
弁
論
で
陳
述
さ
れ
て
い
な
い
な
ら

ば
、
問
題
は
な
い
．
準
備
書
面
は
、
あ
く
ま
で
も
口
頭
弁
論
を
補
充
す
る
も
の

で
あ
つ
て
、
準
備
書
面
に
記
載
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
口
頭
弁
論
に
お
い
て

陳
述
が
な
さ
れ
な
い
以
上
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
ま
ま
で
は
訴
訟
上
、
効
果
を

も
た
な
い
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
例
外
と
し
て
は
欠
席
の
場
合
、
民
訴
法
一

三
八
条
）
。
も
し
，
そ
う
で
な
い
と
し
た
ら
、
口
頭
弁
論
は
意
味
が
な
く
な
り
、

裁
判
は
書
面
審
理
に
な
つ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
（
嘩
舖
潴
緬
切
灘
鱗
黙
伽
謝
欧
蹴
罪
鎌
獅

毘
蜷
ト
鋤
瓢
）
。
問
題
は
．
そ
こ
で
．
準
備
書
面
記
載
事
項
が
口
頭
弁
論
で
主
張

さ
れ
た
か
否
か
と
い
う
こ
と
を
何
で
判
断
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二
、
こ
の
場
合
、
陳
述
の
有
無
に
つ
ぎ
ロ
頭
弁
論
調
書
に
推
定
的
意
味
を
与
え

る
考
え
方
と
、
そ
う
で
な
く
一
般
的
に
陳
述
の
有
無
を
証
拠
に
よ
つ
て
判
断
す

べ
き
で
あ
る
と
す
る
二
つ
の
考
え
方
が
あ
り
う
る
。
本
判
決
は
前
者
の
立
場
を

と
つ
た
所
に
、
意
義
が
あ
る
。
民
訴
法
一
四
七
条
の
反
対
解
釈
に
よ
れ
ば
、
後

者
の
立
場
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
前
者
の
立
場
が
正
し
い
と
す
る
場
合
に
は
、

先
ず
準
備
書
面
記
載
事
項
が
口
頭
弁
論
で
陳
述
さ
れ
た
場
合
は
、
か
か
る
こ
と

は
調
書
に
記
載
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ニ
○
　
　
　
（
二
二
一
二
山
ハ
）

な
い
．
本
来
、
調
書
に
陳
述
の
有
無
の
記
載
が
要
求
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
民
訴
法
一
四
六
条
が
関
係
人
に
調
書
の
閲
覧
等
の
自
由
を
認
め
、
か
つ
ま

た
記
載
内
容
の
異
議
に
つ
き
記
載
を
命
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
調
書
に
、

陳
述
の
有
無
に
つ
ぎ
推
定
的
な
効
果
を
認
め
て
も
、
一
応
、
不
都
合
は
な
い
と

思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
問
題
は
、
民
訴
法
一
四
四
条
に
い
う
「
弁

論
ノ
要
領
」
の
意
味
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
調
書
に
記
載
を
要
求
し
て
い
る
「
弁
論
の
要
領
」
の
内
容
に
つ
い

て
、
従
来
、
二
つ
の
説
が
あ
る
（
腱
磯
や
欄
綱
吻
鍬
襯
練
癒
無
諏
難
購
輕
詫
諏
齢
頒

コ
一
、
㌃
一
舞
軸
蟹
揃
掲
￥
第
一
説
は
旧
民
訴
法
＝
二
〇
条
、
z
p
o
一
六
〇

条
一
項
の
い
う
「
弁
論
の
進
行
に
つ
い
て
の
要
領
」
と
同
義
で
あ
る
と
す
る
の
で

あ
り
、
第
二
説
は
そ
れ
以
外
に
「
当
事
者
ノ
提
出
シ
タ
ル
攻
撃
防
禦
ノ
方
法
、
之

二
対
ス
ル
相
手
方
ノ
陳
述
及
釈
明
ノ
結
果
ヲ
整
然
且
明
瞭
二
記
載
セ
サ
ル
ヘ
カ

ラ
ス
」
と
説
く
の
で
あ
る
（
瑚
翻
殉
淋
騨
稿
屈
鱗
）
．
焔
林
嘱
蜥
法
第
￥
第
一
説
の
根
拠
と

し
て
は
、
詳
し
く
調
書
を
作
る
な
ら
ば
速
記
の
制
度
（
民
訴
法
一
四
八
条
）
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
か
（
湘
闇
帳
畑
亀
隅
噺
厳
硬
醸
笙
一
巷
、
Y
調
書
が
第
二
説
で
は
煩

雑
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
か
（
難
一
漕
恨
謡
鱗
釈
第
四
巻
、
y
い
わ
れ
て
い

る
が
．
こ
れ
ら
は
結
局
．
程
度
の
問
題
で
あ
つ
て
第
二
説
を
排
斥
し
て
第
一
説

が
正
し
い
と
す
る
積
極
的
な
論
拠
と
は
い
え
な
い
。
さ
ら
に
第
一
説
の
論
者
は

「
弁
論
中
ど
の
期
日
で
陳
述
し
た
か
は
そ
の
効
力
に
影
響
は
な
い
し
、
又
弁

論
の
内
容
は
裁
判
官
が
直
接
に
聴
取
し
た
と
こ
ろ
を
自
ら
判
決
事
実
と
し
て
摘

示
し
（
一
九
一
1
2
）
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
、
裁
判
す
べ
き
で
あ
つ
て
、
調
書

に
頼
る
べ
ぎ
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
説
く
（
鮮
ゴ
擁
混
藩
蝶
誰
）
。

し
か
し
、
こ
の
根
拠
は
、
裁
判
官
の
直
接
主
義
を
強
調
す
る
あ
ま
り
，
調
書
の



も
つ
で
あ
ろ
う
公
文
書
と
し
て
の
事
実
上
も
つ
強
力
な
証
明
力
を
軽
視
し
て
い

な
い
だ
ろ
う
か
。
Z
P
O
三
一
四
条
の
よ
う
に
「
判
決
ノ
事
実
ハ
、
口
頭
弁
論

ヲ
以
テ
ス
ル
当
事
者
ノ
供
述
二
関
シ
テ
ノ
証
拠
ト
ナ
ル
。
此
ノ
証
拠
ハ
、
法
廷

ノ
調
書
二
依
リ
テ
ノ
ミ
其
ノ
効
力
ヲ
失
ハ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
」
（
翻
獄
鱗
個
擁
鹸
磯

○
頁
）
と
い
う
証
拠
法
則
の
規
定
や
、
旧
民
訴
法
二
二
二
条
、
二
二
三
条
の
よ
う

に
重
要
陳
述
に
つ
い
て
の
書
面
提
出
に
つ
い
て
の
規
定
を
も
た
な
い
．
現
行
法

で
は
、
重
要
な
主
張
の
陳
述
の
有
無
は
、
調
書
に
よ
ら
な
い
と
判
断
が
つ
か
な

い
場
合
が
多
く
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
調
書
に
よ
つ
て
判
断
す
る
の

が
合
理
的
で
あ
ろ
う
。
か
よ
う
な
こ
と
か
ら
し
て
第
二
説
が
正
し
い
と
い
わ
な

け
れ
婆
ら
な
い
（
鵡
導
輔
勤
就
泰
ガ
護
講
羅
総
渉
鞭
髄
麟

聲
縫
覇
翫
艶
一
葛
晒
毒
師
鎗
ガ
漆
ゼ
凱
騰
》

三
、
さ
て
、
第
二
説
が
正
し
い
と
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
、
直
ち
に
、
重
要
な
主
張

の
陳
述
の
有
無
を
調
書
で
判
断
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
民
訴
法
一

四
七
条
の
調
書
の
証
明
力
に
つ
い
て
の
規
定
の
も
つ
意
味
が
検
討
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
．
こ
の
規
定
は
、
反
対
解
釈
に
よ
れ
ば
、
口
頭
弁
論
の
実
質
的
内
容
に

つ
い
て
は
調
書
は
証
明
力
を
有
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、

ひ
と
つ
に
は
調
書
作
成
者
た
る
書
記
官
に
、
誤
り
な
く
実
質
的
内
容
ま
で
記
録

さ
せ
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
と
す
る
判
断
が
働
い
て
い
る
か
ら
だ
と
思
わ
れ

る
．
従
つ
て
、
第
二
説
を
支
持
す
る
と
い
つ
て
も
、
調
書
に
証
明
力
を
認
め
る

に
は
、
周
到
な
配
慮
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
例
外
的
に
、
条
件
を
厳
し

く
し
た
上
で
、
証
明
力
を
認
め
る
べ
ぎ
だ
と
思
う
．
本
件
の
場
合
、
①
準
備
書

面
の
陳
述
の
有
無
で
あ
る
こ
と
、
②
調
書
の
記
載
に
つ
き
、
当
事
者
か
ら
異
議

の
述
べ
ら
れ
た
形
跡
の
な
い
場
合
で
あ
る
こ
と
、
③
特
段
の
事
情
が
な
い
場
合

判
　
例
　
研
　
究

で
あ
る
こ
と
、
の
三
つ
の
条
件
が
あ
る
と
い
つ
て
よ
い
。
準
備
書
面
の
陳
述
の

記
録
の
場
合
は
、
書
記
官
に
、
準
備
書
面
の
ど
の
部
分
が
陳
述
さ
れ
た
か
否
か

を
記
録
さ
せ
る
こ
と
は
特
定
が
容
易
で
あ
る
か
ら
無
理
な
こ
と
で
は
あ
る
ま

い
．
か
か
る
こ
と
と
、
②
③
の
条
件
を
考
え
れ
ば
、
本
件
の
よ
う
な
場
合
、
調

書
に
証
明
力
を
認
め
て
も
不
都
合
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
特

段
の
事
情
の
内
容
に
な
る
が
、
そ
れ
は
当
該
準
備
書
面
記
載
事
項
が
陳
述
さ
れ

た
こ
と
を
前
提
に
し
て
な
さ
れ
た
当
事
者
の
陳
述
が
調
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
場
合
で
あ
り
（
魂
珠
b
賄
掲
￥
制
限
的
に
解
し
て
い
く
も
の
と
思
う
。

　
以
上
の
理
由
で
判
旨
に
賛
成
す
る
し
だ
い
で
あ
る
。

四
、
本
判
決
は
準
備
書
面
の
陳
述
の
有
無
に
依
存
す
る
審
理
不
尽
判
断
遺

脱
、
理
由
不
備
等
の
上
告
が
多
い
実
務
に
（
鵡
鉢
ん
賄
掲
）
、
大
ぎ
な
影
響
を
与
え

る
で
あ
ろ
う
し
、
調
書
を
記
載
す
る
書
記
官
に
も
記
載
の
仕
方
に
つ
い
て
一
考

を
う
な
が
す
で
あ
ろ
う
．
ま
た
、
当
事
者
に
も
調
書
の
も
つ
意
義
を
あ
ら
た

め
て
蓼
え
る
も
の
墓
ろ
う
（
畿
叙
蟷
認
蘇
イ
翻
馨
謬
船
竪
縮
副

鷺
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
四
六
年
二
月
四
日
稿
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
坂
原
　
正
夫
）

一
三
一

（
＝
三
二
七
）


